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カルビーグループ企業理念

コーポレートメッセージ

カルビーグループビジョン

カルビーグループ行動規範

顧客・取引先から、次に従業員とその家族から、
そしてコミュニティから、最後に株主から

尊敬され、賞賛され、そして愛される会社になる

1 法令および社会規範等の遵守 4 公平かつ公正な関係の構築

5 環境・資源の保全・保護

6 地域社会への貢献

2 お客様本位の徹底

3 従業員の尊重

私たちは、国や海外現地の法令、社会規範、社内外の
諸規則やルールを守り、高い倫理観に基づいて、社会
に信頼される公正で良識ある企業活動に努めます。

私たちは、地球環境の保全に取り組むとともに、省エ
ネルギー活動を推進し地球資源の保護に努めます。
私たちは、農業・漁業で働く人々やその産地とより深
く結びついたネットワークを構築して ｢自然の恵み」
を大切に活かしていきます。

私たちは、自らが地域社会の一員であることを認識
し、地域社会との調和や連携に努めるとともに、良
き企業市民として積極的に社会貢献活動に取り組み
ます。
私たちは、海外で事業を行う際に、その国・地域の
文化・習慣を尊重し、国際社会の発展に貢献します。

私たちは、何よりもお客様が第一であることを徹底
し、お客様から高い信頼と満足を頂けるよう、安全
で質の高い製品とサービスの提供に努めます。
私たちは、VOC〔Voice of Customer（お客様の
声）〕を企業活動へ的確に反映し、新たな価値の創造
を目指します。
私たちは、生活者一人ひとりのニーズにお応えする
提案を通して、食生活の彩を豊かにし「健やかなく
らし」に貢献し続けます。

私たちは、互いに個人を尊重し、誰もが活き活きと
働くことができる職場づくりに努めます。
私たちは、チームワークを大切にして、全員参加で
共通目標の達成を目指します。
私たちは、地域社会で活躍する一人ひとりのプレー
ヤーとして自らの能力を磨き続けます。

私たちは、お客様・取引先・株主を始めとする全て
の関係者との間で公平かつ公正な関係維持に努め、
企業の社会的責任を果たします。
私たちは、お得意先との協力を深めて相互に価値を
創出し、共利共盛の関係を構築します。
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編集方針

トップメッセージ

カルビーグループのCSR活動における
重点課題（マテリアリティ）

世界に広がるカルビーグループ

会社概要	 　

数字で見るカルビーグループ

　　　　　

 マネジメント

　コーポレート・ガバナンス

　コンプライアンス・リスク管理

 社会への取り組み

　品質を高める取り組み

　お客様の声を聴く取り組み

　お取引先様のために

　従業員のために

　ダイバーシティの取り組み

　地域社会のために

 環境への取り組み

　環境マネジメント

　地球温暖化防止への取り組み    

　資源の有効活用

　生物多様性の取り組み

食の安全・安心に向けて
～正しいことを正しく～

ダイバーシティの推進
～多様性なくしてカルビーの成長なし～
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対象期間

対象組織

2015年度（2015年4月1日から2016年3月31日まで）。
ただし、一部に2015年度よりも前、または2016年度以降
の活動報告も含んでいます。

カルビー株式会社を中心に、グループ会社に関する報告も一
部含んでいます。

　本報告書は、企業理念に基づくカルビーグループの社会
的責任（Corporate Social Responsibility :CSR）に対する
姿勢や取り組みについて、ステークホルダーの皆様にわか
りやすくお伝えすることを目的としています。カルビーは、
2008年度より報告書を毎年発行し、報告内容の充実に努め
てきました。
　本報告書では、以下の点に留意して編集しています。
• 特集では、カルビーグループが2015年度の取り組みの中

で特にお伝えしたいこと、「食の安全•安心に向けて」と「ダ
イバーシティの推進」を取り上げました。具体的なアクシ
ョン、実績などを図•グラフ•写真のほかVOICEを通して
わかりやすくレイアウトしています。

• 中面では、各ページにて「重要な取り組み」を中心にまと
めています。WEBサイトでも網羅的にご紹介しています
ので、下記URLよりWEBサイトをご覧ください。

・環境省「環境報告ガイドライン（2012年版）」
・GRI「G4 サステナビリティ・レポーティング・ガイドラ

イン」
・ISO26000

　本報告書には、カルビーグループの過去と現在の事実だけ
でなく、発行日時点における計画や見通しなどの将来予測が
含まれています。この将来予測は、記述した時点で入手した
情報に基づいた仮定ないし判断であり、諸与件の変化によっ
て、将来の事業活動の結果や事象が予測とは異なったものと
なる可能性があります。
　また、各報告データは端数処理をしているために合計が合
わない項目があります。
　読者の皆様には、以上をご了承いただきますようお願いい
たします。

2016年6月（前回2015年6月、次回2017年6月予定）

WEBサイトでも社会・環境活動に関する情報を開示してい
ます。

編集方針

参考にしたガイドライン

発行時期

※2016年版は2016年7月に公開予定です。
http://www.calbee.co.jp/csr/

http://www.calbee.co.jp/csr/

 特集1

 特集2
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弊社は創立以来、「私たちは、自然の恵みを大切に活かし、おいしさと楽しさを創造して、人々の健やかなく
らしに貢献します。」という理念のもと、企業活動を続けてまいりました。

近年、お客様の品質水準への要望はますます高まっています。食品企業として、弊社がお客様に対する責任
で最も重要視しているのが食に対する安全・安心を満たすことのできる「品質」です。商品の不備などがないよ
う徹底した品質管理体制の構築と体制強化に努めてまいります。また、安全・安心で適正な品質の商品・サー
ビスを、安定的にお客様にお届けすることが重要な責任だと考えております。そのため、サプライチェーンに
関わるすべての皆様とともに一層の協力・連携を図っていきます。さらに、それらの企業活動を支える根幹が
法令や社会規範の遵守にあると考え、コンプライアンスに対する活動を通して、さまざまなリスクの未然防止
やリスクが発生した場合のあらゆる対応力の強化を図っています。

弊社が継続的に成長するためには、CSR活動は必須のことと考えています。4月に熊本県などで発生した地震
では一刻も早い復興を願い、「社会貢献委員会」を中心に募金や支援の活動を行いました。弊社では社会貢献活
動が企業の持続的な成長に欠くことのできない重要な使命と考え、継続的に地域社会との絆を深めていきたい
と考えています。また、弊社の「人々の健康に寄与した食品で社会に貢献する」という創業時からの事業は、多
大な恵みをもたらす地球環境のうえに成り立っています。環境・資源の保全・保護に努め、自然の恵みを未来
へつなげる活動に引き続き取り組んでいきます。さらに、女性の活躍支援などのダイバーシティ推進、ライフ
ワークバランスを推進する取り組みなども強力に推し進めています。

弊社はこれからも、環境の変化に対応しながら、お客様に安心してご利用いただける原料・生産・販売・お客様
のお声への全件対応に取り組み、世界中のステークホルダーから、尊敬され、賞賛され、愛される企業を目指して
いきます。

本冊子では、持続可能な社会の実現に向けて、以上述べてきたような弊社が果たすべき重点課題（マテリアリ
ティ）を中心に、弊社のCSR活動の全体像をまとめています。ぜひご覧いただくとともに、今後とも一層のご
支援ご指導をいただけましたら幸いに存じます。

世界中のステークホルダーから、尊敬され、賞賛され、愛される企業を目指します

持続可能な社会の実現に向けて

代表取締役社長兼COO

伊藤 秀二 松本 晃
代表取締役会長兼CEO

トップメッセージ Top Message
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1 食の安全・安心を守る取り組み
2 ダイバーシティの推進
3 お取引先様との協力による商品の安定供給
4 地域に根ざした社会貢献活動
5 コンプライアンス・リスク管理
6 環境に配慮した企業活動

カルビーグループへの影響

お客様とのコミュニケーション

地球温暖化防止に
向けた取り組み

コンプライアンス遵守
持続可能な原料調達

環境に配慮した企業活動

ダイバーシティの推進

商品の安定供給
食の安全・安心

経営リスクの把握と評価

ライフワーク
バランスへの
配慮

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
影
響

■マテリアリティマップ カルビーグループが注力すべき項目

環境マネジメントの推進

カルビーグループのCSR活動における
重点課題（マテリアリティ）

P10、P24

P30

P14、P34

P36

P20

P41

カルビーグループは、企業価値の向上・持続可能な社会の実現に寄与するため、以下の
プロセスおよび経営戦略から課題を明確化し、社会・環境活動に取り組んでいます。

1   重点課題候補のリストアップ

3   マテリアリティマップの作成

2   ステークホルダー・経営への影響評価

4   重点課題(マテリアリティ )の特定

特
定
の
プ
ロ
セ
ス
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世界に広がるカルビーグループ
～世界中の人々の健やかなくらしに貢献したい～
              の商品を世界中の人々に楽しんでいただくために、海外への展開を
拡大しています。じゃがいもをはじめとする野菜などの自然の恵みを大切に
活かした商品を、中国・韓国・タイ・シンガポールなどアジア諸国および欧
米諸国の一部で販売しています。

イギリス

中国（香港）

中国（烟
えんたい

台）中国（汕
すわとう

頭）

スペイン

シンガポール

タイ

インドネシア

❶カルビーUK ／Calbee UK Ltd
❷ウェスト・ヨークシャー リーズ
❸スナック菓子の製造・販売
❹カルビー 100％

❶カルビーフォーシーズ有限公司／
　Calbee Four Seas Co., Ltd.
❷香港
❸スナック菓子の製造・販売
❹カルビー：フォーシーズ＝50：50

❶烟台カルビー商貿有限公司／
　YANTAI CALBEE Co., Ltd.
❷烟台
❸菓子原材料の品質管理・調達
❹カルビー100％

❶CFSS有限公司／CFSS Co., Ltd.
❷汕頭
❸スナック菓子の製造・販売
❹カルビー：四洲貿易＝50：50

❶カルビーイベリア／
　Calbee Iberia, S.L.
❷バルセロナ　
❸スナック菓子の販売
❹カルビー 100％

❶カルビーモウセン／
　Calbee Moh Seng Pte. Ltd.
❷シンガポール　
❸スナック菓子の販売
❹カルビー：モウ・セン・マーケティング＝51:49 

❶カルビータナワット／
　Calbee Tanawat  Co., Ltd.
❷バンコク
❸スナック菓子の製造・販売
❹カルビー：タナワット＝68：32

❶カルビーウィングスフード／PT. CALBEE-WINGS FOOD
❷ジャカルタ
❸スナック菓子の製造・販売
❹SPC※ :PT.Mitrajaya Ekaprana＝50：50
※SPC…特別目的会社（カルビー：伊藤忠商事＝92.3：7.7）

❶会社名（日本語／英語） ❷本社所在都市 ❸事業内容 ❹出資比率
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かっぱえびせん

フルグラ 堅あげポテト

じゃがりこ

Jagabee

ポテトチップス

カルビー株式会社
〒100-0005
東京都千代田区丸の内1-8-3
丸の内トラストタワー本館22階
03-5220-6222（代表）
1949年4月30日
松本 晃

伊藤 秀二

120億8百万円
菓子・食品の製造・販売

（連）2,461億29百万円
（2016年3月期実績）
（連）3,728人［3,250人］
（2016年3月31日現在）

※外書き［　］は臨時従業員の年間平均雇用人数

北海道、東日本、中日本、西日本
千歳、新宇都宮、清原、研究開発本部、下妻
各務原、綾部、湖南、広島東棟、広島西棟
鹿児島
カルビーポテト帯広工場、北海道フーズ
ポテトフーズ（東松山工場）
北海道、東日本、東京、中部、近畿、中四国、九州
千歳、宇都宮、東松山、各務原、滋賀、広島
鹿児島
宇都宮

国内

海外

商号
本社

電話番号
設立
代表取締役
会長 兼 CEO
代表取締役
社長 兼 COO 
資本金
事業内容
売上高

従業員数

主要な
関連会社

事業本部
自社工場

協力工場

支店
物流拠点

研究開発本部

カルビーポテト（株）
スナックフード・サービス（株）
ガーデンベーカリー（株）
タワーベーカリー（株）、（株）カルナック
カルビー・イートーク（株）
ジャパンフリトレー（株）
カルビーノースアメリカ／米国
カルビータナワット／タイ
カルビーフォーシーズ有限公司／中国
CFSS有限公司／中国
青島カルビー食品有限公司／中国
烟台カルビー商貿有限公司／中国
ヘテ・カルビー／韓国
カルビーウィングスフード／インドネシア
カルビー UK ／英国
カルビー URC ／フィリピン
カルビーモウセン／シンガポール
カルビーイベリア／スペイン
カルビーＥコマース／中国

韓国

中国（青島）
北米

ボードマンフェアフィールド

中国（香港）

フィリピン

カナダ

❶ヘテ・カルビー／
　Haitai-Calbee Co., Ltd.
❷ソウル
❸スナック菓子の製造・販売
❹カルビー：ヘテ＝50：50

❶青島カルビー食品有限公司／
　Qingdao Calbee Foods Co., Ltd.
❷青島
❸菓子原材料の一次加工
❹カルビー100％

❶カルビーノースアメリカ有限責任会社／
　Calbee North America LLC
❷オレゴン
❸スナック菓子の製造・販売
　菓子原材料の一次加工
❹カルビー：R.D. Offutt Company＝
　50：50

❶カルビー Eコマース ／
　Calbee E-commerce Limited. 
❷香港 
❸スナック菓子の製造・販売
❹カルビー：UNQ International＝51：49

❶カルビーURC／Calbee-URC, Inc.
❷ケソン市
❸スナック菓子の製造・販売
❹カルビー：URC＝50：50

コンセプトショップ ｢カルビープラス」を
2016年3月21日、香港島ワンチャイ地区
の「Lee Tung Avenue」内に開業しまし
た。「カルビープラス」は、お客様との直接
的なコミュニケーションを通して、グロー
バルなファンづくりを目的とし、“おいし
い”“たのしい”を体感できるコンセプトシ
ョップです。今後、香港内に5年間で4店
舗出店する予定です。

TOPIC
香港に海外初の「カルビープラス」を開業しました。

カルビーブランド（主要製品）

会社概要

30%

海外売上比率目標

セナトビア

11.9%

現海外売上比率
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約38.4万t

販売

32,796名

808校
62,746名

工場見学来場者数

カルビー・スナックスクール
受講校数・受講者数

● カルビーファンを増やすためのコミュニケーション
● お客様との双方向コミュニケーション
● おやつを通した地域貢献

物流

廃棄・
リサイクル

お客様との
コミュニ
ケーション

754 t-CO2

99.9%

11.9%

共同配送によるCO2削減量

再資源化率

海外売上比率

53.2%
日本でのスナック菓子シェア※

（カルビー＋ジャパンフリトレー）

※出典：インテージSRIスナック市場
　　　   2015年４月～ 2016年３月金額シェア

● 輸送時のCO2
　排出抑制

● 資源の有効活用

じゃがいもの調達量
● 原材料の品質管理
● 生産者と連携した品質改善
● 原材料における情報開示
● 品質向上に向けたお取引先様との連携強化

約19.6億袋
国内生産量 ●  品質保証体制の推進

●  A・A・O（エイエイオー）活動
● 地球温暖化防止への取り組み
● 資源の有効活用

39,499
件

お客様からのご相談・ご指摘件数

原料調達

商品開発・
生産

数字で見るカルビーグループ

12
3
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3,728名　
（3,250名）

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
2013年
3月期

2013年
3月期

2014年
3月期

2013年
3月期

2013年
3月期

2013年
3月期

2014年
3月期

2014年
3月期

2015年
3月期

2014年
3月期

2014年
3月期

2015年
3月期

2016年
3月期

2015年
3月期

2016年
3月期

2016年
3月期

2015年
3月期

2015年
3月期

2016年
3月期

2016年
3月期

179,411

9,440 92,685 104,466
118,800

15,790 17,127

199,941

16,799

19,717 20,782

222,150

246,129

24,183

28,125
25,615 26,545

単位：百万円

20,000

15,000

10,000

5,000

0

20,000

15,000

10,000

5,000

0

単位：百万円
当期純利益 純資産ROE 総資産 自己資本比率単位

（％）

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

単位：百万円 単位：百万円

単位：百万円

4,781名
延べ
活動への参加人数

● 子育て支援
● 地域への支援
● 環境の保護

社会貢献
活動

人・組織

1,361名

22.1%

従業員数（連結)

海外グループ会社
従業員数

女性管理職比率

● キャリアチャレンジ制度
● 多様な人財の活躍支援
● ダイバーシティの推進

※外書き（　）は臨時従
業員の年間平均雇用人数

■売上高 ■経常利益

■連結総資産・連結純資産・自己資本比率

■営業利益

■親会社株主に帰属する当期純利益・ROE

15

10

5

0

100

80

60

40

20

0

12,086

13.7
14.6

13.1

11.4

単位
（％）

124,793

140,966
161,968

174,878

70.2 67.769.1 69.1

財務データ

131,46914,114
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カルビーは異物混入や印字不良
などの防止に取り組む全社キャ
ンペーン（現：A・A・O活動）を
2001年度から続けています。こ
れは、2000年8月に発生したカ
ナヘビ（とかげ）混入事故、2001
年6月に発生した「じゃがりこ」の
未承認GMO（遺伝子組み換え体）
混入事故を教訓に、安全徹底への
決意を忘れないようにと始めたも
ので、毎年全社で実施しています。

品質保証室発足
カルビー食品衛生標準発行

全社キャンペーン開始
原材料アセスメント開始

AIB フードセーフティ導入

ISO9001 全社統合取得

再製禁止ルール策定

計量器の総点検

原料における前処理工程に X 線を導入

品質保証本部発足 
製造ライン上のガラス・樹脂を総点検
自主回収にあたっての基本方針策定

全製造工場内にモニタリングカメラを導入
Ａ・Ａ・Ｏ活動開始

顧客の立場に立った品質づくりを推進し、顧客の信頼と満足を得られる
「安全・安心」「安価」で「美味しい」製品の継続的な提供の実現を目指す。

～正しいことを正しく～
カルビーの商品を安心してお召しあがりいただけるように、そし
て企業としてより確かな信頼と満足を寄せていただけるように。
従業員1人ひとりがお客様の声に向き合いながら、またものづく
りの基本を学び直しながら、「正しいことを正しく」行い、業務
の革新とサービスの向上を目指すカルビーの活動を紹介します。

品 質 方 針

食の安全・安心に向けて

2000 

2001     

2003    
2004    
2006     
2007    
2010     

2012       

2014      

年品 質 保 証 活 動 の
あ ゆ み

特集  
1
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A・A・O 活動の目的

2012年11月には「堅あげポテト 関西だしじょう
ゆ」の製品事故（異物混入）が発生し、商品の自主回
収を行いました。それを受けて「自主回収にあたっ
ての基本方針」を策定し、万が一事故が発生した際
には、お客様の安全を最優先し、直ちに商品回収・
情報開示を行うことを基本方針としています。

2015年3月～ 4月にかけて「じゃがりこ」の金属
片混入や食感不良（一時的なフライ油量不足）によ
る自主回収を行いました。基本方針に沿って、お客
様の安全を最優先に、より迅速で丁寧な対応に努め
ました。

2014年、従来の全社キャンペーンを「A（安全）・
A（安心）・O（美味しい）活動」とあらためました。
安全（Ａ）・安心（Ａ）・美味しい（Ｏ）商品をお客様
に提供し続ける活動で、従業員の食品安全意識とお
客様満足のさらなる向上に向けて取り組んでいます。

食の安全・安心に向けて特 集  1

お客様の安全が最優先

基本方針に沿った危機管理対応

全社一丸となって進める
A・A・O 活動

顧客優先1
情報開示2
率先垂範3
スピード4
再発防止5

新たな被害者を出さない

会社にある情報は隠さず公開する

他の全ての仕事に優先して、出荷された商品の回収をはかる

再び同様の問題を起こさない

トラブルから逃げず、トップマネジメントは率先して問題解決にあたる

カ ル ビ ー グ ル ー プ 自 主 回 収 に 
あ た っ て の 基 本 方 針 　

過去発生した
重大な製品事故の
痛みを忘れない

こと

共 通
事故を二度と

起こさないために、
従業員の食品安全
意識を高める

生 産
お客様の

お申し出から報告
まで迅速・真摯に
対応し満足度を
上げる

販 売
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「お客様の声傾聴」と「気づき提案」

2014年度に続き第2回A・A・O活動を実施しました。「仕事の原理原則を大切
に」という方針のもと、「正しいことを正しく」「日々の作業は何のためにやって
いるのか？」という重点テーマを設定し、それぞれの課題に取り組みました。

「自分の業務に関わる作業やルールの目的」をクイズ形式
にして出題し、解答を提出しました。また、品質保証本部
や生産本部、工場の担当者が各工場を巡回して、重大不適
合*の再発防止策の実施状況確認、各種検査機器（金属探
知機、印字検査装置など）の点検作業も行いました。現在、
点検作業から見えてきた「曖昧になっていたルールの明確
化」や「不要と思われるルールの撤廃」などの検討を進めて
います。
*重大不適合とは
①健康被害の恐れがあるもの　②法令違反のもの　③お客様の信頼を
失う恐れのあるもの

「正しいことを正しく」点検

部門ごとに集まって実施

お客様からいただくご意見やご質問などを通して品質や
サービスへの意識を深めてもらう活動を実施しました。部
門ごとに集まり、お客様の声（録音データ）を傾聴（モニタ
リング）し、ご指摘のあった現物の商品を手にとりながら
議論を行い、より良い品質・商品・サービスにつながる気
づきを提案する活動を行いました。

生産部門の取り組み

本社部門の取り組み

（2015年10月1日～ 11月30日）

2  0  1  5  年 度

2014年5月からお客様相談室での応対内容をモニタリングでき
るデスクを設置し、経営層から従業員までお客様の生の声を傾聴
する機会を提供しています。2015年度は、会長や社長をはじめと
する経営陣やマーケティング本部の従業員は1人あたり2時間の
モニタリングを行いました。A・A・O活動での取り組みも含め
2015年度は284名がお客様の声を傾聴しました。

第 ２ 回  　A ・  A ・  O 活 動 結 果 レ ポ ー ト

役員含め 284 人が傾聴
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A・A・O活動の参加人数に応じた金額を
「みちのく未来基金」に寄附

自社／他社、商品／サービスなどの枠を設けず、幅広い
「店頭での気づき」を募集しました。商品説明、陳列方法
から販促プランにいたるまで、293名からさまざまな改善
提案が集まりました。また、地域お客様相談室において新
しく営業業務を担当する従業員を対象に「お客様対応研修」
を実施し、お客様満足への意識の強化を図りました。さら
に、ご指摘対応後のお客様アンケートの満足度上位2支店
の表彰を行いました。満足度1位の北海道支店、2位の東
日本支店はお客様とのダイレクトコミュニケーション（訪
問や電話）を増やすことに注力し、1件1件を丁寧にもれ
なく対応することで前年以上の満足度を獲得しました。

2015年に発生した誤出荷の重大不適合を受けて、「所定
の作業やルールの目的」を再確認するための問題を出題し、
解答を提出しました。解答の採点結果は、項目ごとにレー
ダーチャートにして一人ひとりへフィードバックし、弱点
の認識と改善を促しています。

北海道支店

東日本支店

カルビーは2014年からA・A・O活動の実施にあたって、参
加した人数に応じた金額を「みちのく未来基金」へ寄附していま
す。「みちのく未来基金」は、カルビーが設立メンバーとして参画
している「東日本大震災で親を亡くした震災遺児たちの高校卒業
後の進学支援を行うための奨学基金」です。2015年の第2回A・
A・O活動では、3,876名が参加し、寄附ルールに基づいて前年
の2倍以上となる696,400円を寄附することができました。

販売部門の取り組み

物流部門の取り組み

VOICE 原理原則、基本に忠実に
業務を進める仕組みをつくります

品質保証本部本部長

中野 真衣

20

40

60

80

■Aさんへのフィードバック（例）
Aさん個人の点数
カルビー物流全体の
平均点

受注管理項目

出荷管理項目

原材料調達出荷管理項目生産（計画）管理項目

在庫管理項目

食の安全・安心に向けて特 集  1

ものづくりは原理原則から逸脱することによってトラブルが発生します。そのた
め、製造に携わる従業員は基本に立ち返って、原理原則に忠実になって業務を行
っています。ひとつの業務については、それを行うための理由が必ず背景にあり
ます。「何のためにこれをしているのか？」を常に考えながら、お客様に喜んでい
ただける製品づくりを目指します。
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2013
4月

2014
4月

2015
4月

2011
4月

2012
4月

2010
4月

2011年
4月

2010年
4月

2012年
4月

2013年
4月

2014年
4月

2015年
4月

2020年

2020年
目標

11

5.9 7.9 10.2 12.1
14.3

19.8

30

18
25

30
38

56
女性管理職比率（％）
女性管理職（名）

2016年
4月

22.1

63

本部長 8.3 6.3 0.0 16.7 25.0
部長 5.2 7.8 8.8 4.4 12.7
課長 6.0 8.2 11.9 14.8 14.0
全体 5.9 7.9 10.2 12.1 14.3

26.7
13.3
21.8
19.8

2016
4月
33.3
19.5
22.3
22.1

ダイバーシティの推進
～多様性なくして

 カルビーの成長なし～

掘りだそう、多様性。
育てよう、私と　　 。

互いの価値観を認めあい、最大限に活かしあう。
多様性こそ  　　 成長のチカラ。

「ライフ」も「ワーク」も
やめられない、とまらない。　　　　　　　　

「女性の活躍なしにカルビーの成長はない」という方
針のもと、2010年に結成された「ダイバーシティ委
員会」を中心に、多様性を活かす組織･風土づくりを
進めています。女性だけでなく、外国人・障がい者・
シニア世代などの活躍支援も積極的に行い、あらゆ
る面からダイバーシティを成長力とする企業を目指
しています。

「いろんな人がイキイキと働いている企業」。そんなカル
ビーの姿を目指して、ライフ（個人の生活）とワーク（仕
事）の両立支援策を積極的に実施しています。ダイバーシ
ティやライフワークバランスの実施を、経営層が自身の
コミットメントに掲げ強力に推進してきた結果、「2020
年までに30％」を目標とする女性管理職比率は、2010年
5.9％から2016年４月には22.1％まで上昇しています。

カルビーダイバーシティ宣言

カルビーグループ
ダイバーシティのビジョン
どの職域でも、いろんな人が
「イキイキ」と働いている

★育児・介護などの制約がある人も活躍できる制度・風土
★コミュニケーションが活発

★一人ひとりに自信とやる気とチャレンジ精神
★ライフもワークも充実

★ワクワクするやりがいのある毎日！

ライフもワークも
やめられない、とまらない。

女性管理職比率

22.1%

up
30%

2016年度実績

■女性管理職比率の推移（％）

※集計対象組織：カルビー

2020年目標

特集  
2
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※集計対象組織：カルビー、カルビー・イートーク
※�2013年4月1日から障 が い 者 の 法 定 雇 用 率が

2.0%（2012年までは1.8%）に引上げになりました。 

「グランカルビー」の包装風景

　カルビーの特例子会社であるカルビー・イートークは、重度障が
い者多数雇用事業所で、メンバー 31名のうち17名が障がい者です。
2015年度も新たな取り組みがスタートしました。
①「グランカルビー」の通販用商品…1枚の発送伝票から包装用紙や
熨
の し

斗の種別など多くの情報を読み取る困難な作業でしたが、メンバー
全員が対応できるようになりました。
②ご当地じゃがりこ8種類詰め合わせ…コンセプトショップ「カルビ
ープラス」から、じゃがりこ8種のアソートを受注しました。最初は8
種類を入れ間違うことが多く、生産中に何度もケースを開けて確認し
ましたが、現在は間違うことなくスムーズに作業を進めています。
③社内コミュニケーション…社内のコミュニケーションを図る目的で

「行事担当」を配置しました。社内旅行などさまざまな行事を担当、実
施し、メンバー同士の円滑なコミュニケーションにつながっています。
すべての行事の平均満足度は80%以上でした。

カルビー・イートークの障がい者雇用の取り組み

■障がい者雇用率の推移 (%)

カルビー・イートークに入社したのは６年前です。その前にもいろいろ
な会社へ実習に行きましたが、カルビー・イートークの実習では、今ま
でと違って親切で温かい感じがしました。ここならきっと大丈夫だと思
いました。自分が一番変わったと感じているのは、この１年で人と話せ
るようになったことです。仕事で困っても、周りのメンバーがフォロー
してくれるので、今では自信を持って行動できるようになりました。

多様な業務に「イキイキ」と取り組んでいます
障がい者
雇用

2011 2013

3.0

2.0

1.0

0 （年度）

法定雇用率
2.00

2.25

1.86

2012

2.00

2014

1.80

2015

1.94

カルビー •イートーク
竹中島 理恵

「フレックスタイム制度」「在宅勤務制度」「早帰りデー」「サマータイム」
等のライフワークバランスを推進する取り組みのほか、女性管理職を計画
的に育成する目的で、管理職候補を対象にしたキャリア研修や、他社との
合同研修など、女性従業員が自分の夢や目標に向かってステップアップし
ていけるように、さまざまな支援を行っています。また、女性管理職の横
断的な交流会「AGN（アネゴネットワーク）」を定期的に開催し、経営幹部
からこれまでの経験談やマネジメントのノウハウを学んだり、女性管理職
ならではの葛藤や、気づきの共有を通して、ネットワークを広げています。

女性の活躍支援を中心とした取り組み

私が担当する中日本事業本部は、静岡県から兵庫県までのエリアで、
その中に3工場2支店1事業本部があり800名を超える皆さんと働く
のが地域の本部長です。責任は担当地域の売上と利益です。会長から
の「16時に帰宅せよ」という命のもと、育児勤務でこの責務を受けま
した。トップの意思、C＆A（P32参照）という働き方、そして分権化。
さまざまな仕組みに支えられ育児勤務でも執行役員は務まっていま
す。ぜひ、社員の皆さんにもチャレンジしていただきたいと思います。

育児勤務でも執行役員（本部長）はできます女性の
活躍支援

中日本事業本部本部長
福山 知子

ダイバーシティの推進特 集  2 ダイバーシティの推進特 集  2
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カルビーでは、育児のために利用できる休業制度・短時間勤務制度を運用しています。あわせて、制度
の利用者がスムーズに職場復帰し活躍できるよう、「上司との面談を定期的に持つ」「パソコンを貸与して
自宅でも会社の情報を得られるようにする」といった支援を実施しています。

国内の各グループ会社において、外国人の採用を進
めています。グローバル企業として、多様な国籍や文
化の人財が活躍する職場づくりに取り組んでいます。

豊富なマネジメント経験を持つ執行役員（メンター）が管理職の女性従業員（メンティ）をサポートする
メンター制度を2014年に導入しました。メンティは初めて部長・課長職についた女性従業員で、月1回
の面談を実施しています。メンター制度の実施により女性管理職の成長支援につなげています。

育児をサポートする取り組み

外国人の採用を実施

メンター制度で女性管理職をサポート

■外国人雇用者数の推移（名）

育児休業中の面談では、近況報告や復帰後の働き方について相談でき
たので、スムーズに業務に戻ることができました。また、子連れで面談
できたのも良かったです。現在は育児勤務制度を利用して16時には退
社しています。帰宅後、家族との時間を大切に過ごせています。

カルビーでは国籍・性別・年齢といった個人の背景に関係なく、「自
分の強み」が評価されます。そのため、誰もがイキイキと働いてい
ると実感しています。今後は仕事を通し、カルビーを世界の誰もが
愛するブランドにしたいという夢があります。

子どもが人生で一番成長する時期を少しでも自分の目で見ていたいと思い、育
児休業を取得しました。取得して感じたことは、育児は大変だけど楽しいもの
であり、夫婦二人で協力していくともっと楽しくなるものだということでした。

カルビーの女性管理職比率が、ようやく20%を超えました。しかし、まだ
基盤は脆弱で補強策が必要です。メンター制度はその補強策のひとつです。
男性社会の中で女性管理職の悩みは尽きないのではと推察します。一人で
悩まず、メンターと定期的に目的を持って向き合う中で、解決策を見出すこ
とができると確信しています。私自身もメンター役を担い、その中で自らも
勉強し、女性管理職の更なる活躍を促進する一助となれるよう努めます。

夫と子どもとの時間を大切にしています

世界に愛されるカルビーを目指しています

自分も育児を通して日々成長しています

女性管理職の活躍をサポートしています

育児者
支援

外国人
雇用

イク
メン

女性管理職
支援

※集計対象組織：国内カルビーグループ会社

事業開発本部 新規事業企画部
インバウンドチーム

金 ヘジン

上級副社長執行役員
江原 信

ダイバーシティの推進特 集  2

年度 2013 2014
雇用者 395 404 404

20152011 2012
362

2010
406 384 418

財務経理本部 財務企画部 
連結経理課

山口 慎一郎

営業本部 営業企画部　
営業企画支援課  

森山 梢
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マネジメント
自然の恵みを大切に活かし、おいしさと楽しさを創造して、

人々の健やかなくらしに貢献する企業を目指すカルビーの基

盤となるのが、コーポレート・ガバナンスです。

お客様、お取引先様、従業員、地域社会、株主の皆様との信

頼関係をもとに、さらに成長を続けていくための組織体制づ

くりを積極的に進めています。

Management
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コーポレート・ガバナンス体制 2016年6月22日現在

カルビーは「顧客・取引先から、次に従業員とその家族から、そしてコミュニティから、
最後に株主から尊敬され、賞賛され、そして愛される会社になる」というビジョンのもと、
すべてのステークホルダーの信頼と期待に応え、企業価値の向上を図ることをコーポレー
ト・ガバナンスの基本としています。この基本的な考え方に基づき、経営の透明性、効率
性を高め、内部統制の仕組み、コンプライアンス体制の充実を図るべく、コーポレート・
ガバナンスの強化・充実に努めています。

取締役会は独立性の高い社外取締役5名を含む計7名（うち女性2名、外国人1名）で構
成され、原則として毎月1回定期開催し、法定事項の決議、重要な経営方針・戦略の策定
および決定、業務執行の監督等を行っています。社外取締役は経営者としての豊富な経験
や高い見識を持ち、独立した立場からの監督機能として役割を果たしています。2015年度
において、全取締役の取締役会への出席率は91％でした。

また、業務執行は、執行役員23名（うち女性6名）を選任し権限委譲した組織運営を行い、
迅速な意思決定と業務執行責任の明確化を可能とする体制づくりを推進しています。なお、
執行役員のうち、特に委嘱される業務が重要かつ広範にわたり、従業員身分を有しない執
行役員を上級執行役員としています。

会社法関連法令に基づく監査役会設置会社制を採用しています。監査役会は、社外監査
役2名を含む計3名で構成され、経営の透明性を確保するとともに、経営に対する監視、
監査機能を果たしています。

原則として毎月１回以上、上級執行役員8名と主要子会社社長2名および経営企画・IR
本部長の計11名を定例メンバーとして経営委員会を開催し、業務執行の状況と課題の検
証、重要案件の事前討議等を行っています。

●コーポレート・ガバナンス体制図
東京証券取引所の上場会
社に「コーポレートガバ
ナンス・コード」が適用
されたことに合わせて、
「顧客・取引先から、次に
従業員とその家族から、
そしてコミュニティか
ら、最後に株主から尊敬
され、賞賛され、そして
愛される会社になる」と
いう弊社のビジョンを反
映し、企業統治に関する
基本的な考え方を体系化
したコーポレートガバナ
ンス・コードを策定して
います。

*カルビーの
コーポレート

ガバナンス・コード
（2016年4月20日更新）

取締役会・役員体制

監査役会・監査役

経営委員会

選任・解任選任・解任選任・解任
監査

報告・連携報告・連携
会計監査

報告報告 報告

評価

連携

株主総会

監査役会（社外監査役2名含む）

内部監査室 担当役員

会計監査人

取締役会
（社外取締役5名含む）

代表取締役会長兼CEO

代表取締役社長兼COO

内部監査

コンプライアンス・
リスク対策会議

コンプライアンス・
リスク諮問委員会
（外部有識者含む）

関係会社各本部・部

執行役員

経営委員会

アドバイザリーボード
（社外監査役１名・取締役
　（社外取締役4名含む））

内部統制委員会

コーポレート・ガバナンス
Corporate Governance
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私は、さまざまな企業を取材してきましたが、カルビーは極めて
先進的なカルチャーを持った企業という印象があります。たとえ
ば、ダイバーシティの推進です。女性の活躍は、今後の成長に絶
対欠かすことはできないという信念のもと、ダイバーシティを進
め、組織カルチャーを変え、実際に業績を伸ばして企業価値を向
上させてきました。
また、栃木県にある2工場と研究開発本部を視察した際、徹底し
た品質管理体制や常識にとらわれない柔軟な発想の商品づくりに
触れ、チャレンジ精神あふれる意欲的な会社だなと感じました。
このような企業風土を持つ会社から社外取締役のお話をいただき
ましたので、さらなる成長のお役に立てるよう努力し続けたいと
思っています。経済・経営の分野をはじめ、現代社会が直面する
環境問題、高齢化、女性の活躍などさまざまな課題に関わってき
た経験を活かし、できるだけ多様な視点を経営の意思決定に反映
できるように心がけていきます。

内部統制

コーポレート・ガバナンス体制の変遷

カルビー社外取締役

福島 敦子

金融商品取引法の施行に伴う「内部統制報告制度」への対応として「内部統制委員会」を
設置し、内部統制の構築・評価を進めています。

また、会社法に基づく「内部統制システムの整備に関する基本方針」を取締役会において
決議し、各種規程類の整備やリスク管理状況の確認を実施しています。

これまでに実施したコーポレート・ガバナンス体制強化の取り組みは以下の通りです。

WEBで詳しくご覧いただけるその他の取り組み

http://www.calbee.co.jp/csr/management/index.php
•	カルビーのコーポレートガバナンス・コード（全文）
•	役員報酬
•	取締役・監査役の指名

Profile：ジャーナリスト。
中部日本放送株式会社を経
て1988年に独立。NHK、
TBSテレビ、テレビ東京で
報道番組、経済番組のキャ
スターを担当。これまでに
700人を超える経営者を取
材。ジャーナリストとして
の長年の経験による幅広い
客観的な視点を活かし、経
営アドバイザーや社外取締
役も務める。

VOICE 社外取締役から見たカルビー

2001年

2009年

2009年

2010年

監督と業務執行の分離

監督・監視機能の強化

ダイバーシティの推進

透明性・健全性の強化

2014年

指名、報酬を検討・提言する任意委員会アドバイザリーボードを設置

経営責任の明確化

執行役員制度を導入、社外取締役を選任し、業務執行と経営の監
督機能を分離

毎事業年度に関する責任をより明確にし、経営環境の変化に迅速に対
応できる経営体制を構築するため、取締役の任期を２年から１年に変更

社内取締役を9名から2名に減らし、社外取締役を2名から5名に
増員し、独立性の高い社外取締役が過半数を占める体制に変更

初の外国人取締役を選任
現在は取締役7名のうち、2名が女性、1名が外国人
　　　監査役3名のうち、1名が女性



20

マネジメント

カルビー（株） 社会・環境報告書 2016

重要な取り組み

コンプライアンス意識の浸透
カルビーグループは、法令や社会規範の遵守こそ事業活動を支える根幹と考え、2006年

に「グループ行動規範」と「グループ行動指針」を制定しました。グループビジョンとともに、
経営トップより全従業員に対してこれらの周知徹底を図っています。

具体的には、エシックスカード（グループ行動規範）の携行、全管理職層向けの「コンプ
ライアンス通信」の配信、「倫理・リスク管理部だより」の社内報への掲載などを実施して
います。また2015年度からは、新任管理職研修を着任前に実施するなど、リーダー層へ
の教育を強化しています。

コンプライアンス意識の向上への取り組み成果は、毎年1回実施している「意識調査」に
よってチェックされ、継続的な改善が行われています。

コンプライアンス総合評価点は4年連続でアップしており、2013年度以降は、目標値
1.0を上回る評価となっています。「コンプライアンスの3本柱」と定める「組織風土」「意
識・コミュニケーション」「規則・体制・手続」は、2013年度以降、持続的に改善してい
ます。

事業所のトップがコンプライアンス意識の向上を自らのコミットメントとして宣言する
など、上司が率先して行動することで着実に評価点に反映されています。また、人と人の
つながりの基本となる挨拶の実践を促す「オアシス運動」*や「さん付け」の励行を通して、
風通しの良い職場環境づくりを進めました。

●意識調査

組織風土 意識・
コミュニケーション 規則・体制・手続

オアシスは、「おはよう」
「ありがとう」「失礼しま
す」「すみません」の頭文
字をつなげた言葉。

*オアシス運動

意識調査（コンプライアンス編）の結果

コンプライアンス・リスク管理
Compliance and Risk Management

1.4

1.2

1.0

0.8

0.6

2015年度 2014年度 2013年度 他社調査平均 製造業平均

1.25

1.11

0.89
0.84

1.07
1.04

0.76

1.21
1.14

2015年度は
+0.05と改善が
進みました！

組織風土
個人の不正を許容したり、組織
ぐるみで問題を隠ぺいしたりす
る組織体質になっていないか

意識・コミュニケーション
組織の自主的な改善機能に問題
はないか

規則・体制・手続
組織における規則や体制・手続
きが、活きたインフラとして機
能しているか
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その他の取り組み

ハラスメント防止のための研修

コンプライアンス・リスク管理体制の強化

コンプライアンス・リスク諮問委員会

●コンプライアンス・リスク管理体制組織図

コンプライアンス意識を
高めています

カルビーグループは、法令や社会的倫理を遵守し、法令違反を含めた事業上のリスクを把握
して予防策を講じていくために、2007年に「コンプライアンス・リスク管理規程」を制定し、「コ
ンプライアンス・リスク対策会議」のもと、体制強化を進めています。また、想定される高度な
リスクに対応するため、外部有識者を委員長とする「コンプライアンス・リスク諮問委員会」（5
名中2名が社外）を設けています。さらに、コンプライアンス教育にも力をいれており、コンプ
ライアンス・リスク対策会議メンバーに対し、経営層向け研修を実施しています。現場レベル
でも、管理体制の強化を目指して新任管理職を対象とした通信教育を行っています。

北海道事業本部では、『従業員一人ひとりの多様性・人格・個
性を認め、活かし、持っている能力を充分に発揮できるように
することで、従業員の幸せと会社の成長を実現する』ことを方
針に掲げ、特に下記の3項目を重点的に実施しました。
①役職者は現場に入って積極的に従業員と話をする。
②良い情報も悪い情報も積極的に従業員へ開示し伝える。
③成果に対しての感謝と慰労は従業員の前で言葉と形で示す。
この結果、意識調査の「コンプライアンス総合評価点」では、
前年に比べポイントが大幅にアップしました。

四半期に一度開催される本委員会は、外部有識者を委
員長とし、その他1名の外部委員とCOO、人事総務本部
長、管理本部長を主要メンバーとして構成されています。

環境や品質に関わる問題などの経営リスクや、コンプ
ライアンスに関わる問題、課題を報告し、外部有識者メ
ンバーからの客観的な意見・指導を受けることにより改
善につなげていく機会となっています。

2014年度から、自分がされて嫌な言動への認識を高めるパワハラ・セクハラの「気づき
研修」を、各工場などの管理職を対象に全国で実施しています。2016年2月に行った新任
管理職研修でもハラスメントについてのプログラムを盛り込んでいます。

取締役会

CEO

内部
監査室

品質
保証本部

倫理・リスク管理推進担当者会議

カルビー各本部

倫理・リスク管理推進委員会

国内関係会社

倫理・リスク管理推進委員会

内部統制
委員会

経営委員会

COO

コンプライアンス・リスク
対策会議

コンプライアンス・リスク
諮問委員会

提言

報告

倫理・リスク管理部

カルビーポテト株式会社
常務執行役員

（前 カルビー北海道事業本部本部長）

中村 一浩

VOICE
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WEBで詳しくご覧いただけるその他の取り組み

http://www.calbee.co.jp/csr/management/compliance_risk.php
•	内部通報窓口の設置
•	知的財産の保護

•	インサイダー取引防止

リスクマネジメント体制
カルビーグループでは、企業を取り巻く多様な経営リスクに対応するため、2007年より

「危機管理規程」を制定し、内部統制システム構築の過程で各事業本部・グループ会社の経
営リスクの把握と評価作業を行っています。特に製品の安全性や原材料の調達に関するリ
スクには、品質保証本部が中心となって予防策を講じるとともに、迅速に対応できる体制
を整えています。また、年1回「法令遵守総点検」を各事業本部・グループ会社において実
施し、約400項目にわたって事業運営に関する点検事項をチェックしています。

本社の各本部が中心となり作成したリスクマップを定期的に見直し、万が一の災害や事
故に対しても被害を最小限に抑えて迅速な復旧を図るための組織体制を整備しています。

カルビーグループでは、2010年度に「危機管理体制整備のプロ
ジェクト」を立ち上げ、毒物混入、不祥事、自然災害等が発生し
た際の事業継続計画（BCP）を策定･運用しています。関係会社を
含む全拠点においてBCPマニュアルの策定と更新を進め、グルー
プ全体の緊急時対応力の強化を図っています。また従業員の安全
確保、事業継続の基盤として、全員が安否確認システムに登録し
ています。2015年9月にはシステムの一斉訓練を実施し、万が
一への備えをチェックしています。その他、全事業所への災害用
電話の設置や防災備蓄品の装備なども引き続き行っています。

カルビーは、Facebook、Twitter、InstagramなどのSNS（ソーシャルネットワーキング
サービス）をお客様との大切なコミュニケーションの場と考えています。2014年3月にはソ
ーシャルメディアポリシーを公開し、遵守しています。さらにSNSのマナーやリスクを学ぶ
SNS研修を全国で開催するとともに、SNSとの具体的な付き合い方を明記した、ソーシャ
ルメディアポリシーガイドライン（5ヶ国語に翻訳）を作成し、海外関係会社を含めた全従
業員に徹底しています。

2015年には、社外の専門会社にインターネット・SNSの監視を委託し、SNS等から生
まれるリスクに対し、速やかに対応できるよう体制強化を図りました。

BCPの整備

ソーシャルメディアへの基本姿勢

上野オフィスの防災備蓄
品（一部）

ソーシャルメディアの
リスク対応講習の様子

ソーシャルメディアポリシー基本姿勢

・私たちは、良識ある社会人として誠実な態度で
  コミュニケーションを行います。 
・私たちは、第三者の発言に謙虚に耳を傾ける姿勢をもちます。 
・私たちは、情報の発信や対応に責任をもち、
  誤解が生じないように充分注意をします。 
・私たちは、著作権や肖像権、プライバシーなどの
  第三者の権利を尊重します。 
・私たちは、法令・その他社会規範を遵守します。
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社会への取り組み
カルビーグループは、グループビジョンとして「顧客・取引先

から、次に従業員とその家族から、そしてコミュニティから、最

後に株主から、尊敬され、賞賛され、そして愛される会社になる」

を掲げ、行動規範に則って行動しています。これらのCSRの基

本姿勢のもと、良き企業市民として社会の発展に貢献すべく、グ

ループ企業一体となり、CSR 活動に力を入れています。

Society
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事業を支える信頼をつくる
品質を高める取り組み

モニタリングカメラの有効活用

ものづくりの基本を守り続けて、品質管理のレベルアップと事故の再発防止に取り組んでい
ます。

お客様や流通業者様からの食品メーカー
に対するフードディフェンス（ 異物混入防
止）への関心の高まりを受けて、全生産拠点
に生産ラインを監視するモニタリングカメ
ラ約1,000台を導入しました。記録された
映像データは、万が一の場合、従業員が正し
く作業をしていたことの証跡確保などに活
用されます。また、映像を分析することで、
工程不良の範囲の特定や作業効率の分析・改
善にも役立てています。新規の生産ラインに
ついては、すべてにモニタリングカメラを導
入することを基本方針としています。

カルビーは、「 品質保証本部 」を中心に、
食の安全・安心を守る体制を整えています。
品質保証本部は、原材料の安全性審査、製
品規格審査、パッケージ表示の法令への適
合などを審査する「品質審査部」と、品質審
査で決められたルール通りに製品が生産さ
れているか監査し、問題があった場合に改
善を支援する「品質監査部」からなっていま
す。品質審査と品質監査の仕組みが有効に
機能しているかどうかを工場での検査やお
客様の声をもとに継続的にチェックしてい
ます。食の安全・安心を守り、お客様にお
約束するための組織体制は常に進化してお
り、2015年度は流通業者様からのお問い合
わせに対応する専門部署として品質監査部
内に広域営業サポート課を設置しました。

モニタリングカメラ

重要な取り組み

Quality Assurance

品質保証のマネジメント体制

広域営業サポート課は、
カルビー商品への安心と
信頼を得るため、流通各
社のご指摘に迅速に対応
し、商品の品質情報の提
供や品質レベル向上等の
要望にも的確に応えられ
る体制の専任窓口を担っ
ています。

●品質保証の役割と機能分担

●品質保証体制

品質審査

品質検査

人財育成

● 要求事項決定
● ルール作成と

見直し

● 審査と監査の
  仕組みの妥当性
  確認

● 改善
● 検証
● 標準横展開
● レビュー、現場支援

品質監査

品質保証本部 品質監査部 
広域営業サポート課

鬼塚 里美

VOICE

品質保証本部

品質監査部
製品を規格通りに
生産するための
監査と改善支援

品質審査部
製品のリスクを
回避するための
規格設計の審査

関係法令
対応及び
表示審査

品質規格・
基準の
審査

工場の
食品衛生の
維持・
改善支援

サプライヤー
監査及び
工場の品質
改善支援

流通業者様
からの

お問い合わせ
対応
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製造現場で作業者の勘違
い等による原材料使用ミ
スを防止するため、①生
産計画と味材、②生産計
画とフィルム、③味材と
フィルムの整合性をチェ
ックして、3つのうち、
いずれかでも正しくない
場合は関係する設備にイ
ンターロックを掛けて、
不適合品の流出を防ぐ仕
組みです。

*作業ミス防止
  照合システム

作業ミス防止照合システム*導入推進

次世代品質保証リーダーの育成

原理原則教育（キーマン教育）の実施

ものづくりワークショップ研修の実施

新商品を継続的に展開する中で、いろいろな種類の
商品を作業ミスなく正しく製造し、お客様にお届けし
ていくために、ICT（情報通信技術）を活用した照合シ
ステムの導入を2008年度より進めています。これに
よりフィルム（パッケージ）と味材（中味）が異なると
いう不具合の発生は、0件となりました。2015年度は、
ポテトチップスや生地スナックの全生産ラインへの導
入が完了しました。

「ポテトチップス」「じゃがりこ」などカルビーならでは
の特徴を持つ商品の生産ノウハウを次世代へ確実に伝え
ていくために、2015年度より「原理原則教育」のプログ
ラムを開始しました。目指すおいしさのために不可欠な
原理原則を、それとひも付いた具体的な作業（工程管理、
設備管理）とあわせて学ぶことで、いかなる場合におい
ても要求される品質を実現できるスキルの習得を図りま
す。また原理原則教育は、各現場で技術の指導役となる
キーマンの養成も目的としています。2015年度は、計
15回開催され、全国の工場から計36名が受講しました。

2013年度より、生産技術・研究開発の各部門、工場長や製造課長等の職種で活躍を目
指す従業員を対象に、技術系社員育成プログラム「ものづくりワークショップ研修」を開催
しています。第3期となる2015年度は、15名（うち女性４名）が参加しました。
「人を育てることが特に文化を醸成する」を基本思想に、①自立的に成長できる人財を育
てる、②固有技術や加工原理を伝承できる人財を育てる、③育てることを仕組みとして定
着させる、以上の3つの実現を目的とするプログラムとなっています。

第1 ～ 6セッションまでの全6回を工場等で開催し、参加者は「かっぱえびせん製造技術」な
どカルビー独自のものづくりや設備技術、環境保全をテーマとした講義と実習を行いました。

2012年度より、食の安全・安心を自ら実践できる次世代の人財を育成する「次世代品質
保証リーダー教育」を実施しています。カルビーの品質保証リーダーとしてのスキル俯瞰
図（求められる要件を見える化したマップ）をもとに、工場の品質保証課長の候補者たちそ
れぞれが自主的かつ効果的に学習を推進できる仕組みを構築しています。

作業ミス防止照合システムで読み取
るフィルムに記載されているコード

「ものづくりワークショ
ップ研修」では、事実を見
て、原理原則に基づいて
考え、発言するというこ
とを常に意識しました。	
これが通常業務でも大切
なことだなと実感してい
ます。バックグラウンド
の違う人たちが集まるの
で、そこでのコミュニケ
ーションも貴重な機会で
した。

研究開発本部 開発2部
じゃがりこ課

杉原 直子

VOICE
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食物アレルギーなどへの対応

休機日設定の徹底

カルビーグループでは、各部門が連携し、食物アレルギーへの対応やアクリルアミド*の
軽減に取り組んでいます。

研究開発、商品企画部門は、2013年度に「特定原材料（アレルゲン）に関する方針」を策
定しています。アレルギー事故を防ぐため、製品カテゴリーごとの使用アレルゲンの共通
化などのルールを定めています。

生産管理部門では、アレルゲン対策を含めた「清掃基準書」に沿った清掃を、全国の工場
で徹底しています。品質保証部門では、製品パッケージにおいて、新しい食品表示法への
対応も含めて、より親切なアレルゲン表示への切り替え準備を進めています。

また、コンセプトショップにおいても、販売するメニューにアレルゲンを表示しています。
アクリルアミドについては、研究開発本部がじゃがいも加工食品における生成に関する

基礎的研究を続けており、学会や論文の発表を通して情報を発信しています。

各工場に休機日（ 生産ラインの機械を停止させる点
検・清掃日）を毎月1回設定することを義務付けていま
す。休機日には、定められたクリーニングスケジュール、
点検基準をもとに設備の清掃点検作業が実施され、トラ
ブルの発生を防止しています。点検項目は、重大不適合
が発生した場合には見直しが行われています。2015年
度は、全工場での休機日の実施率は100%を達成しまし
た。また休機日は、点検作業はもとより、安全・衛生教
育や品質保証の研修といった人財育成や情報共有の機会
としても活用されています。引き続き、休機日の実施内
容や活用方法のさらなる充実を図っていきます。

食品中で、主にアミノ酸
の一種であるアスパラギ
ンと還元糖であるブドウ
糖、果糖などが加熱によ
って反応し、意図しない
にもかかわらず生成され
る物質。
ポテトチップスなど、じ
ゃがいもを揚げたスナッ
クや、穀類が原材料の焼
き菓子などに、高濃度で
含まれていることが報告
されています。
国際機関では、化学物質
としてのアクリルアミド
は「人に対して、おそら
く発がん性がある」と2A
に分類していますが、人
が食品中のアクリルアミ
ドを経口摂取した際の影
響については確認されて
いません。

*食品中の
「アクリルアミド」

食品表示に関するスキル評価の実施

カルビーでは、食品中の
アクリルアミドを減らす
ために、①アクリルアミ
ドの前駆体を減らす、②
加熱工程の見直し・最適
化、③食品添加物の有効
性を軸に基礎研究を行
い、得られた研究成果を
工場で応用する活動を続
けてきました。その結果、
農林水産省のウェブサイ
トに、アクリルアミド濃
度の低減が裏付けされた
事例としてポテトチップ
スの取り組みが公開され
ました。今後も研究成果
を活かし、食品中に含ま
れるアクリルアミドの濃
度低減の努力をあらゆる
角度から続けていきます。

品質保証本部では、商品のパッケージなどに記載する
食品表示について関係法令に基づく管理を行っています。
従業員に対して「表示勉強会」などを実施し、法令に基づ
いた適切な食品表示に関する教育を行っています。

2015年度は、商品企画・研究開発の職種別に、食品
表示について習得しておくべき知識や能力をまとめたス
キル俯瞰図（求められる要件を見える化したマップ）を作
成しました。それをもとに教育計画を策定し、一人ひと
りの食品表示に関するスキルのさらなるアップを図って
いきます。

定期的な食品安全パトロール

研究開発本部「じゃがいもの研究」ウェブサイト

表示勉強会の様子

コンセプトショップでのメニュ
ーのアレルゲン表示例

VOICE

研究開発本部研究部
機能研究課

石原 克之
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WEBで詳しくご覧いただけるその他の取り組み

http://www.calbee.co.jp/csr/social/
•	役員による工場のチェック  　　
•	食品安全衛生　　　　　　　　　　
•	安全衛生活動の推進
•	バリューチェーン全体における品質保証

•	生産者と連携した品質改善
•	原材料の品質管理
•	原材料における情報開示
•	製造工場における情報開示

コンセプトショップ*の品質管理

海外生産拠点における品質管理

全国各地に展開中のコンセプトショップにおいても、カルビーの品質保証体制が適用さ
れています。新規にオープンする店舗に関しては、設計段階と竣工後の2回の監査をクリ
アして初めて営業を許可しています。また、年に1回、食品衛生監査を実施することによ
り、安全性の確保に努めています。

コンセプトショップで提供するフードメニューは、原材料や製造方法の安全など、カル
ビーの工場と同じ品質監査のステップを踏んだうえで提供されています。さらに、店舗な
らではの課題である「食中毒の防止」などについても、基準の策定や店長・従業員への教育
などの対応に努めており、新たな事業展開の安全・安心を支えています。

品質保証本部と海外事業本部が連携し、海外のグループ会社、提携先工場に対する品質管理
体制を強化しています。

既存工場については、年に1回、食品衛生監査を実施し、「カルビーグループ食品衛生標準」に
基づき、実際の設備を厳しくチェックしています。2015年度も海外の全工場で実施しました。

今後は、品質管理についての指導にとどまらず、設備計画から製造ノウハウまで総合的な運
営マネジメント支援を推進し、現地No.1レベルの食品工場へと各拠点のレベルアップを図っ
ていきます。

イギリスCalbee UK Limited ディーサイド工場 アメリカ　セナトビア工場

*コンセプト
ショップ

「カルビープラス」香港に出店（2016年3月）

その他の取り組み

コンセプトショップと
は、さまざまなコンセプ
トを持つカルビーグルー
プのアンテナショップの
総称です。

＜一覧＞
・カルビープラス
	  東京都3店舗
　北海道1店舗
　大阪府1店舗
　兵庫県1店舗
　福岡県1店舗
　沖縄県1店舗
・グランカルビー
	  大阪府1店舗
・カルビーキッチン
	  神奈川県1店舗
・スナックキッチン
	  my Calbee
	  広島県1店舗
・ギャレット ポップコーン 	
 ショップス
	  東京都2店舗
　千葉県1店舗
　愛知県1店舗
　大阪府2店舗
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●ご指摘対応フロー

カルビーファンづくり活動
カルビーでは、お客様相談室を、単なる相談やご指摘の対応窓口ではなく、「カルビーの

ファンづくり」を担う部署として位置づけています。
現在、本社のお客様相談室に加え、地域に密着したかたちでお客様相談室が全国7ヵ所

に設置されています。2014年度からはコミュニケーターによる組織「コミュニケーター
課」を設置し、「お客様の真意を聴き出す力」のさらなる強化に努めています。

各地のお客様相談室では、ご指摘対応のための訪問だけでなく、カルビーファンのお客
様に対しても訪問や手紙でご意見をお聴きすることで、結びつきを深めるように取り組ん
でいます。印象に残ったお客様のご意見は社内イントラネットで紹介し、従業員の励みと
なっています。

お客様相談室活動方針
お客様本位の経営に貢献する

カルビーの事業活動の考え方、活動の仕方をお客様本位の活動とするため、
顧客接点の充実を図り、従業員の経営理念の理解を深めるように情報を発信し続ける

2 ご意見、ご要望の真因追究

3 お客様評価の向上 4 対応支援活動

1 ご指摘対応強化

お問い合わせやご指摘をきっかけに、カルビーをもっと好きになってもらえるように努め
ています。

娘から薦められたことが
きっかけで、「フルグラ」
を食べるようになりまし
た。通常は牛乳やヨーグ
ルトをかけて食べていま
すが、その他にも、きゅ
うり・リンゴ・柿を細切
りにして加えて、マヨネ
ーズで和えたり、じゃこ
を入れたり、金時氷にト
ッピングしたり、いろい
ろな食べ方をしていま
す。一人暮らしには、と
ても便利な商品です。味
も食感もよく、おいしい
ですから、お友だちにも
薦めています。野菜入り
の商品があると、もっと
いいですね。

90歳の
「フルグラ」ファンの

お客様より

重要な取り組み

ファンをつくるお客様対応
お客様の声を聴く取り組み

Customer Support

ご訪問
しました

お客様相談室

ご指摘

週次で分析

報告[14日ルール]

情報伝達[１５分ルール]

アンケート

お客様

本社お客様相談室

工場  品質保証室１４工場
連絡[2時間ルール]、訪問報告書チェック

千歳 新宇都宮 東松山 各務原 綾部

清原 下妻 湖南北海道Ｆポテト帯広

広島東

広島西 研究開発

鹿児島

お客様

地域お客様相談室７地域

北海道 首都圏第一
首都圏第二 中部 近畿 九州東日本 中四国

お客様の気持ちを受け止め
不安を安心へ

● 安全　工場 品質保証室
● 安心　地域お客様相談室
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WEBで詳しくご覧いただけるその他の取り組み

http://www.calbee.co.jp/csr/social/customer.php
•	お客様の声を共有する仕組み・体制
•	消費者庁職員の方がカルビーのお客様相談
窓口研修を体験
•	お客様との双方向コミュニケーション

•	じゃがりこファンによるウェブサイト上の
学校「それいけ！じゃがり校」
•	カルビーサポーターズクラブ
•	SNSでのコミュニケーション
•	コンセプトショップの展開

その他の取り組み

ご指摘への対応評価・ご相談件数
お客様相談室では、お寄せいただいたご指摘内容の

原因を究明した報告書を送付するだけでなく、徹底し
たアフターフォローに努めています。ご指摘の要因が
特定できない場合も、カルビーとしての取り組み内容
をきちんと説明することを大切にしています。

また、お客様相談室にお問い合わせいただいた方に
は、サービスの改善に役立てるためアンケートにご協
力をいただいています。その結果、2015年度は、回答
いただいた3,302名のうち約95％の方に再購入につい
て「今までと変わらず買う」、または「今まで以上に買
う」と評価いただきました。2015年度からは再購入だ
けでなく、工場・本社・支店の対応についての満足度
を向上させる取り組みに着手しています。

●お客様からの相談
  件数別内訳

●再購入率※

※アンケート項目「 今までと変
わらず買う」と「今まで以上に買
う」の合計

総件数
39,499 件

ご相談

69%
27,318件

95.6%

14%

ご指摘

31%
12,181件

20

30

10

（%） （%）

年度 20112010 2012 2013 2014

11% 10%
13% 16% 82%

統計値 カルビー
2015年度実績
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お客様の声を商品開発・サービスに
お客様相談室によくお寄せいただく声をもとに関連部門と週次、月次で情報共有・対応

ミーティングを実施し、品質や商品の改善・改良につなげることを目指しています。2015
年度には、多くのご高齢の女性から「食べ方がわからない」という声が寄せられた「フルグ
ラ」について、「食べ方を商品のパッケージに表示する」という対応をとった結果、食べ方に
ついてのお問い合わせが大きく減少するという成果がありました。

今後も、お客様の声を通して時代のニーズをとらえ、各商品のブランドイメージや特長
を守りながら、『今カルビーに求められている商品』を追求していきます。

ウェブを通したコミュニケーション
ウェブサイトを介したお客様とのコミュニケーシ

ョンに力を入れています。お客様の声をもとに、ウ
ェブサイト「お客様相談室」内の「よくいただくご質
問」「相談室だより」を更新し、『お客様が今知りた
いこと』を発信しています。タイムリーに発信する
ことで、お客様の自己解決や、ツイッターなどSNS
上での誤った情報の拡散防止につなげ、お客様の誤
解が理解になるよう取り組んでいます。

お客様アンケートハガキ

ウェブサイトでのじゃがいも緑化説明
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VOICE 多様な取り組みで
信頼に応えていきます

株式会社タバタ　
常務取締役 東京支店長 
田畑 周様（左）
常務取締役 兼 本社管理部長/品質保証部長 
食品安全チームリーダー

荻原 寿之様（右）

日本はナッツ類の供給のほとんどを海外に頼っています
が、近年では自然災害のみならず、世界的な政局不安か
ら、原料調達リスクが益々高まっています。弊社は産地
の分散化という横への広がりを進めながら、一方では原
料原産地への技術指導や機械の無償貸与等、個々の調達
先との関係を、より深化させる取り組みも同時に行って
います。横と縦の取り組みを同時並行的に行うことで、
今後も信頼に応えてまいりたいと考えています。

重要な取り組み

パートナーシップ・ミーティングの実施
カルビーグループでは、お取引先様と

の情報交換・意見交換のための機会を積
極的に設けています。毎年「パートナーシ
ップ・ミーティング」を開催し、経営ト
ップによる経営方針の説明、部門責任者
による購買方針やガイドラインの説明と
合わせて、お取引先様による事例の発表
を行い、目覚ましい成果を上げたお取引
先様をベストパートナーとして表彰して
います。年々、お取引先様の参加意欲も
高まり、業界も食品原材料にとどまらず、
プラントや機械設備にも広がっています。

2015年度は、95社187名のお取引先
様にご参加いただきました。

地球規模の異常気象によって、原料の調達を特定の国に頼るリスクが高まる中、ココナ
ッツの新たな調達先を開拓。加工ノウハウを現地へ移植し、製造環境や品質管理をカルビ
ーの基準にまで引き上げることで、高品質な原料の安定調達を実現していただきました。

■高品質なココナッツの安定供給を実現

サプライチェーンに関わるすべての皆様とともに、持続可能なものづくりを追求します。

未来につながるパートナーシップ
お取引先様のために

For Supply Chain

2015年度ベストパートナー　
株式会社タバタ様の取り組み
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2015年度ベストパートナー　
北海道ガス株式会社様の取り組み

VOICE

その他の取り組み

海外からの適切な調達

コスト・リダクション＆イノベーションへの取り組み

地域・環境に貢献できる
企業を目指します

天候に影響されることなく、常に安定した品質・価格・量の原材料を調達できるよう、
2014年度から海外のサプライヤーとの直接取引を推進しています。2015年度は、1つの
原材料を1つの産地に頼ることなく、複数の国から調達できる体制づくりに取り組みまし
た。また、社内での通関業務対応を強化し、輸入にかかる時間の短縮も実現しました。

その他、製品の原材料だけでなく、工場の機械設備などについても、より戦略的な調達、
コスト・リダクションを目指して活動しています。

カルビーグループは、経営の基本方針として「コスト・リダクション」と「イノベーション」
を成長の2本柱とし、その実現を目指しています。

調達に関わるコストについては、お取引先様と連携しながらロスや余剰在庫の低減に常に取
り組んでいます。近年の動きとしては、海外調達が増加する中、為替の変動リスクへ対応する
ため、汎用品を中心に長期的な買付け契約を推進しています。また原材料にとどまらず、エネ
ルギー（電気・ガス）など、事業活動に必要なあらゆる物資の調達方法を見直ししています。

イノベーションのための取り組みとしては、冷凍物流設備の充実など、新商品のために必
要となる新たな原材料の調達・供給プロセスの構築を進めています。

北海道ガス株式会社
執行役員 エネルギー開発事業部長 
第一営業部長 山本 一夫様

LNG の導入にあたっては数多くの課題がありましたが、カ
ルビー様と二人三脚で乗り越え、コスト削減や CO2 排出量
の削減を実現することができました。この取り組みについて、
ベストパートナーとして表彰いただき、大変光栄に思ってい
ます。今後も、一層お役に立つとともに、地域・環境に貢献
できる企業を目指してまいります。

カルビーでは、2002年
にお取引先様の評価基準
をまとめた「アセスメン
ト（ 評価 ）マニュアル」
を定め、以後毎年この基
準のもとお取引先様の評
価を実施しています。こ
の評価は、原料購買部門
の担当者がお取引先様の
もとへ赴き、原料規格に
適した出荷や衛生管理、
異物混入防止策などの実
行状況などを3段階評価
するもので、評価結果は
お取引先様へ通知すると
ともに、必要に応じて改
善をお願いしています。

パーム油の生産地・東南
アジアでは、環境・人権
の問題が深刻化してい
ます。カルビーにパーム
油を提供いただいてい
る不二製油グループ様は 	
「責任あるパーム油調達
方針」を2016年3月に
策定し森林破壊、児童労
働につながる調達が無い
よう取り組みを開始して
います。

お取引先様
評価の充実

不二製油
グループ様の

取り組み 

•	購買基本方針
•	品質向上に向けたお取引先様との連携強化
•	責任を果たすための取り組み

•	公平かつ公正な取引の徹底
•	お取引先様専用ホットラインの設置

WEBで詳しくご覧いただけるその他の取り組み

http://www.calbee.co.jp/csr/social/trader.php

カルビーポテト帯広工場へのLNG（液化天然ガス）導入を支援していただきました。イ
ニシャルコストや有資格者の配置などの課題をクリアし、石油系燃料と比較してCO2排出
量を削減し、さらにコスト削減効果もあるLNGのメリットを得られるようになりました。

■工場のエネルギー転換を提案
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重要な取り組み

人と組織の成長を支えるC&A
カルビーでは人と組織についての基本思想としてコミットメント＆アカウンタビリティ

（C&A、約束と結果責任）を掲げています。2015年度は、C&Aをより具体的な行動へと落
としこみ、さらなる成果の獲得を目指すために「C&Aガイドライン」を策定しました。そ
の中で、カルビーの役職者は、「業績」に加え「部下の育成」を、必ずコミットメントすべ
き課題と位置づけ、人と会社がともに成長していく組織づくりを強化しています。

「自立的に成長し成果を出し続ける人・組織」を目指して、評価・報酬、福利厚生に関す
る施策の充実に取り組んでいます。

2015年度は、企業の成長エンジンとなる「強い営業」をつくるために、成果を出した営
業職社員がより高いインセンティブを得ることができる新しい報奨制度を開始しました。
2016年度は、「営業職社員個人としての成果」に加えて、「営業チームとしての成果」も評
価する仕組みを入れて運用していく予定です。

業績をつくる人も、それを支える人も。人がイキイキと輝く企業を目指しています。

人事の新しい制度や仕組み

カルビーグループのめざす姿 （グループ共通）

ライフキャリアプラン 採用・育成 評価・報酬 福利厚生 カルチャー

自立的に成長し成果を出し続ける人・組織

それを支える仕組みと考え方

オープンで適正な
任免・配置

自らチャレンジ
する人を積極支援

評価・処遇は
厳しく公正に

健康と感謝は
公平に

ライフワーク
バランス

カルビーでは
•2013年度にカルビー 
健康保険組合を設立
•2015年度にヘルスケ
ア委員会の発足準備
•2016年度に社長直轄
のCHO(チーフヘルスケ
アオフィサー）をリーダ 
ーとしたヘルスケア委員
会を設立。「イキイキと、
健やかに、高い目標をも
って働ける」 職場環境づ
くりに今まで以上に力を
いれていきます。

健康経営の
推進

機会や評価、健康をすべての人財に
従業員のために

For Employees

キャリアチャレンジによるオープンな登用 ライフキャリア面談

新卒採用地域参加

自社健保による予防医療の充実

ものづくり
ワークショップ研修

海外武者修行
チャレンジ

新卒早期配属・早期育成
（新卒ドラフト）

管理職のC＆A公開•営業職のインセンティブ制度

慶弔見舞金を雇用区分にかかわらず一本化

在宅勤務制度の導入

ライフキャリアプラン

採用・育成

評価・報酬

福利厚生

カルチャー

領域 施策
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その他の取り組み

「Calbee Award 2014」を神戸で開催

経営トップとの直接対話

カルビーは年間の業績や会社の成長に貢献した従
業員を表彰し、賞賛する「Calbee Award」を毎年
実施しています。「Calbee Award」の目的は、①
Celebration（成果を上げた従業員に対する賞賛）、
②Education（ 優秀活動事例の学習と共有 ）、③
Motivation（成果を上げて、表彰されたいと思わせ
る動機付け）です。2015年度の「Calbee Award」
は、海外含むグループ全体から約590名が参加し神

カルビーでは、会長の松本、社長の伊藤が従業員と直接対話する、「タウンホール・ミー
ティング」を開催しています。

国内カルビーグループの工場・営業拠点にトップが出向き、経営方針等を説明するとと
もに、従業員からの質疑に答えます。2009年の会長・社長就任以来の恒例行事で、従業員
とトップマネジメントが直接対話できる貴重な機会となっています。

さらに、松本を塾長、相談役の松尾雅彦を名誉塾長とし、「学ぶことの大切さ」について、
塾長たちと手挙げ方式で参加した従業員が、所属部門や役職を越えて対話する「松塾」も複
数拠点で開催しています。6年目となる2015年度は各地で5回開催され、延べ121名が自
主参加し、積極的な対話を繰り広げました。

株式付与「ESOP（Employee Stock Ownership Plan）」制度を拡大
「High-performer, High-Reward」の企業風土の醸成を目指すカルビーでは、2014年度

より株式付与「ESOP」を導入しています。2015年度は、制度の対象を一般社員から部課
長へと拡大しました。営業部門から管理部門まで、担当業務を問わず業績を支えるすべて
の従業員に報いる仕組みとして運用しています。付与を受ける従業員には、株式交付の通
知が、社長や本部長・上司の感謝の言葉とともに送られます。

•	チャレンジ制度
•	春闘から春共へ　～労使による共同メッセージ～　　　

WEBで詳しくご覧いただけるその他の取り組み

http://www.calbee.co.jp/csr/social/employee.php

戸で開催されました。ゲストによる特別講演の後、成果事例の報告会や、活躍した社員・
組織の表彰パーティーを行いました。表彰では、2014年度に最も貢献度の高かった2組が
MVPに選出され、賞金または賞金額相当のカルビー株式が贈られました。

グループ会社から初の最
優秀賞ということで、個
人的にも会社的にも価値
のある受賞だったと感じ
ています。この賞を励み
に、カルビーグループに
一層の貢献ができるよう
全社一丸となってチャレ
ンジを続けていきたいと
思います。

ジャパンフリトレー
広域営業部

松田 光弘

VOICE



34

社会への取り組み

カルビー（株） 社会・環境報告書 2016

重要な取り組み

ダイバーシティ委員会の体制
工場、支店、関連会社といった事業所ごとに、

「ダイバーシティ委員会」を設置することで、現場
が主体となったダイバーシティ推進体制をとって
います。各職場の課題を各事業所トップのリーダ
ーシップのもと、ダイバーシティ委員が中心とな
り、解決していきます。本社の「ダイバーシティ
委員会」は、キャリア支援や制度づくりなど女性
が活躍できる環境整備を中心に支援しています。

マーケティング本部フル
グラ事業部長 藤原かおり
が「ウーマン・オブ・ザ・
イヤー 2016」(主催・日
経WOMAN)で、「ベスト
マーケッター賞」を受賞し
ました。シリアル市場の拡
大を牽引し、米やパンに次
ぐ第三の朝食に定着させ
た「フルグラ｣の販売戦略
の責任者としての活躍が
評価されたものです。

各事業所ではダイバーシ
ティ委員会が、さまざま
な活動を行っています。
メンバー全員が活躍でき
る組織を目指して、出産•
育児•介護•職場のコミュ
ニケーションなどをテー
マとしたセミナーや交流
会などを開催しています。

「ウーマン・オブ・
ザ・イヤー 2016」

を受賞

各地でダイバー
シティ委員会を

開催

現場主体の活動に！

委員会

関連会社

委員会

工場

委員会

支店

委員会

工場
委員会

支店

委員会

本社

本社ダイバーシティ委員会

両立支援制度の導入

意識調査の継続実施

カルビーではすべての従業員が、ライフとワークのバランスをとりながら、イキイキと働けるよ
う、支援制度の充実に取り組んでいます。

2015年度は、出産や育児、介護に関する費用補助制度をより幅広く、きめ細かくしました。ま
た、育児勤務時間に関するルールを柔軟にしたり、家庭のやむをえない事情で退職した人財の再雇
用エントリーを開始したりするなど、多様な人財が力を発揮できる組織づくりを進めています。

「ダイバーシティは、理解できなければ、納得できない。納得できれば行動に移すのは早い」
といわれています。カルビーは「理解」→「納得」→「行動」という視点でダイバーシティ推進
の進捗を測るために、意識調査を実施しています。2015年度は、全社的に「理解」の数値が大

理解

U

Understanding
納得

Agreement
行動

Implementation

A I

もっと前へ！前進を続ける
ダイバーシティの取り組み

Diversity

半日休暇制度

育児休業制度

フレックスタイム制度 在宅勤務制度 退職者リターン
希望エントリー制度

介護休業制度
介護

短時間勤務制度
家族の

介護休暇制度

不妊治療費用補助制度
（カルビー健保組合より）

【補足】 柔軟な働き方を推進するために、 オフィスのフリーアドレス化を実施 2015年４月に導入

出産一時金
（カルビー健保組合より）

育児
短時間勤務制度

配偶者
出産時休暇制度 子の看護休暇制度

早く帰ってきてくれて
ありがとう感謝金制度
（早期復帰感謝金制度）

学童準備金制度
（フルタイム勤務への

準備金制度）
小学校入学祝金制度 カフェテリアプラン

５倍補助制度

家庭と仕事の
両立支援制度

家庭と仕事の両立
のための

費用補助制度

柔軟な働き方への
支援制度

きくアップしましたが、「納得」と「行動」に
関しては、横ばいとなりました。また、推進
活動の活発な事業本部や関係会社に大きな数
値の進捗がみられました。こうした調査結果
を社内で共有しながら、ダイバーシティを企
業文化として根付かせようとしています。

●ダイバーシティの進捗
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その他の取り組み

「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」に参画
内閣府男女共同参画局が開催する「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」に社長

の伊藤が参画しています。同会は女性の活躍推進に実践的に取り組んでいる企業の男性リ
ーダーたちをメンバーとして、輝く女性たちを応援する取り組みを広げようと、2014年5月
に発足した会です。2014年度に「行動宣言」を発表して以降、賛同者は100名を超えるま
でに拡大しています。カルビーは、ダイバーシティ推進の先進企業として、女性管理職比
率の向上、女性活躍推進のためのさまざまな取り組みを賛同企業の皆様に紹介しています。

介護に関わる従業員が増
えることが見込まれる中
で、2016年1月に介護に
関するアンケートを実施
しました。「現在の介護
経験」「知識不足への不
安」「介護休業に対する考
え方」などの回答結果を
まとめて、社内へ発信し、
介護についてのコミュニ
ケーションや情報共有を
呼びかけました。

カルビーの
介護事情

2015年度からスタート
した「テレワーク推進企
業等厚生労働大臣表彰
（輝くテレワーク賞）」で
厚生労働大臣賞「特別奨
励賞」を受賞しました。
「テレワーク」の活用によ
り従業員のライフワーク
バランスの実現に顕著な
成果を上げた企業として
認められました。カルビ
ーではこれまでにも、一
般社団法人日本テレワー
ク協会主催の「テレワー
ク推進賞」において、「奨
励賞」を受賞（2014年、
2015年）しています。

テレワーク推進で
特別奨励賞を受賞

「なでしこ銘柄」に3年連続選定

「ダイバーシティ •フォーラム2015」を開催

女性活用推進を成長戦略の中核とする政府の方針を受
けて、経済産業省と東京証券取引所は、女性活用に優れ
た上場企業を「なでしこ銘柄」として発表しています。カ
ルビーは女性が働き続けるための環境整備や女性の活用
を積極的に進める企業として、2015年度まで3年連続で

「なでしこ銘柄」に選定されています。

毎年11月をカルビーグループのダイバーシテ
ィ月間と定め、ダイバーシティへの理解を深める

「ダイバーシティ・フォーラム」を開催しています。
2015年度は千葉県浦安市に全国から約320名

の従業員が集まり、「可能性を信じる」をテーマに
ゲスト講演やダイバーシティ表彰を実施しました。

経営層や社内の女性リーダー、世界で活躍する
ゲストたちからのメッセージを通して、参加者た
ちに「可能性を信じる」ことについての新たな気づ
きを得る機会を提供しました。

•	女性の活躍に関する状況
•	女性活躍推進法に基づく行動計画
•	ライフワークバランスへの取り組み

WEBで詳しくご覧いただけるその他の取り組み

http://www.calbee.co.jp/csr/social/diversity.php
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私たちは地域のお客様のご支援・ご理解により、事業を継続しています。工場や事業所
においても、その地域に暮らす人々との共生は欠かせません。

カルビーグループは各事業体に社会貢献委員会を組織し、地域貢献に取り組んでいます。
「地域に密着して、汗をかく活動をする」ことを方針に、従業員自らが地域社会への貢献を
考え、行動しています。
 2015年度も全国の地域事業本部、グループ会社において自主的な社会貢献活動が実施さ
れました。「カルビーグループ行動規範」に掲げられている「地域社会への貢献」をもとに、
地域社会との調和や連携に努め、自立的な実行力で業務にも社会貢献活動にも取り組んで
います。従業員一人ひとりが他者に貢献できる人財に成長することは、カルビーグループ
の継続的な成長に欠かせないことです。また、グループビジョンに掲げる「コミュニティ
から愛される企業」になるために不可欠なことです。

今後も、社会貢献活動の3本柱である「子育て支援」「地域への支援」「環境の保護」に基
づき、子どもたちへの教育・コミュニケーションや食育活動、スポーツ振興のほか、環境
保全活動や災害復興支援など、自分たちにできることに取り組んでいきます。

カルビーグループ社会貢献
ミッション・ステートメント

私たちカルビーグループ従業員は、良き市民として、
私たちが生活し、働いている地域社会、

さらには全世界の共同社会へ貢献します。

社会貢献活動方針

地域とつながるコミュニケーション
地域社会のために

For Communities

環境の
保護

地域への
支援

子育て
支援

カルビー・スナックスクール授業風景

■社会貢献活動の3本柱
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近隣との合同防災訓練に参加

障がい者ホームを訪問

常総市でボランティア活動

U-12 なでしこサッカーカップに協賛

ミナミナの森の下草刈りを実施

上野オフィスメンバーは近隣の東上野6丁目南町会の防災
訓練に参加しています。大規模震災により相当の被害が生じ
たとの想定で、町会の方々と連携をとり、傷病人の手当や放
水訓練をしました。近隣には高齢の方が多く住んでおられ、
企業の働き手が災害時にも活躍することが期待されていま
す。町会とカルビーは災害時応援協定を締結し、訓練で互い
に顔を合わせて交流をしています。

タイにあるカルビータナワット（CTC）のメンバーがバン
コク近郊の障がい者ホームを訪問しました。自社製品およ
び施設で使う衣料用洗剤、紙おむつ、トイレ用洗剤などを
お土産に持参しました。食事の仕度などを手伝い、一人ひ
とりにカルビー製品の詰め合せを手渡しました。

2015年9月の水害で大きな被害をこうむった常総市でカ
ルビー、グループ会社のJFL（ジャパンフリトレー）メンバ
ーがボランティア活動をしました。避難所の清掃や物資の仕
分・配給、被災した民家のがれき撤去・清掃などを行いまし
た。JFLからは23ヵ所の避難所にお菓子をお届けしました。

滋賀県の希望が丘文化公園で行われた女子サッカー全国
大会「びわ湖カップ なでしこサッカー大会（U-12）」に中日
本事業本部が2015年度も協賛しました。全国の選手が一
堂に会し、白熱した試合を繰り広げ、カルビーからは選手
らにお菓子とグッズをプレゼントしました。また、会場に
集まった皆さんに豚汁を提供・配膳しました。

千歳工場に近い森林に2011年から植樹をしています。
2015年度は下草刈りを行いました。植樹後4年が経過し
60cmほどに成長しましたが、草も苗木以上に高く伸びてお
り、カマを持って草刈りに汗を流しました。枯れた苗木の多
いことが分かり、来年は植樹を行う予定です。

2015年度、東日本事業本部の上野オフィスでは自分たちの職場の安全を守るとともに、
災害時には地域住民の方々のお役に立てるよう、救命講習、防災訓練に積極的に参加しま
した。各事業本部、グループ会社がこのように自立的に活動しています。

自立的な実行力で地域貢献　上野オフィスの例

自立的な実行力で地域貢献　カルビータナワットほかの例
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被災地に長期支援を行っています。日本事業本部、カルビーポテト、カルビー復興支援
担当チームなどのメンバーが現地に足を運び、住民の方々とともに活動しています。

東日本大震災復興支援

カルビーグループの1年間の社会貢献活動（抜粋）

郡 山 市 に あ る 子 ど も 向 け 公 共 施 設
「ペップキッズこおりやま」での食育
ワークショップ

「福島県食育応援企業団」に登録

石巻の子どもたちとじゃがいも栽培

福島県「おいしくイキイキ食育プラン福島県食育推
進計画」に協力する「福島県食育応援企業団」に、東
日本事業本部が登録されました。東日本事業本部は、
ペップキッズこおりやまでのワークショップ、スナッ
クスクール、親子おやつ教室を開催して福島県内で食
育活動を継続しています。現在、福島県では児童の肥
満傾向が問題になっているそうです。子どもたちの健
やかな成長に寄与できるよう今後も努力します。

石巻市でのじゃがいも栽培支援は４年目になりました。2015年度は南境地区、釡・大街
道地区の親子100名に参加していただき、収穫後はパウダーやディップでオリジナルポテ
トチップスを楽しみ、市民の方々と一体となったイベントになりました。石巻市の復興の
一助となれるよう、今後も継続して支援を行っていきます。

2015年7月、復興支援の
取り組み「三陸いいもの
プロジェクト」の一環と
して三陸産わかめを使用
した「わかめスナック」と
三陸産の“いさだ” （ツノ
ナシオキアミ）を使用し
た「いさだスナック」を全
国で発売しました。いず
れも好評を博しました。

復興支援商品を
発売

2015 年 2016 年

11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

●おはら祭参加
　（西日本）

●千代田区一斉清
掃の日に清掃活
動（本社）

●千代田区施設訪
問サンタボラン
ティア

　（本社）
●お菓子コンテスト（本

社 R&D地区、スナ
ックフード・サービス、
カルビーポテト）

●各務原工場周辺
清掃

　（中日本）

●みんなで守ろう
コウノトリ企画
協賛（中日本）

●文化財防災訓練
参加

　（東日本）

●美瑛雪上絵ボラ
ンティア

　（北海道、カルビ
ーポテト）

● 清 原 工 場 周 辺
清掃

　（東日本）

●近 畿 支 店 周 辺
清掃

　（中日本）

●堂島薬師堂節分
お水汲み祭りボ
ランティア

　（中日本）

●東 松 山 観 梅 会
（東 日 本、スナ
ックフード・サ
ービス）

●古河はなももマ
ラソン参加

　（ジャパンフリト
レー）

●廿日市小学生駅
伝主催

　（西日本）

●農 村 部 小 学 校
施設支援

　（カルビー
　 タナワット）

●ペップキッズこ
おりやまで食育
ワークショップ

（東日本）

●び わ 湖カップ な
でしこサッカー大
会（U-12) ボラン
ティア（中日本）

●福島ワークショ
ップカーニバル
で食育

　（東日本）

4 月

●石巻仮設住宅周
辺でのじゃがいも
栽 培（東 日 本、
カルビーポテト）

●い わき市 幼 稚
園入園式ボラン
ティア

　（東日本）

●下谷神社祭礼こ
ど も 神 輿 協 賛

（東日本）

●千代田区高齢
者 施 設ボラン
ティア

　（本社）

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

●ネパール地震支
援募金（カルビ
ー、タワーベー
カリー）

●札内川河川敷清
掃（カルビーポ
テト）

●由良川花壇展出
展（中日本）

●小貝川ポピー畑
準備（東日本）

●湖南工場周辺地
域清掃

　（中日本、イート
ーク）

●千歳国際マラソ
ンボランティア

（北海道）

●滋賀県かっぱ恵
みの森ボランテ
ィア（中日本）

●ミナミナの森下
草刈り（北海道）

●海 水 浴 場 清 掃
（青島カルビー）

●佐渡島トライア
スロン海浜清掃

（東日本）

●はつかいちトラ
イアスロンボラ
ンティア

　（西日本）

●あやべ水無月ま
つり後 の 清 掃

（中日本）

●宮 城 県 写 真 洗
浄ボランティア

（タワーベーカリ
ー）

●種子島障がい
者施設訪問

　（西日本）

●古河花火大会
後の清掃

　（ジャパンフリト
レー）

●常総市水害復興
支援ボランティア

（本 社、東 日 本、
ジャパンフリトレー）

●鹿児島重富海岸
の清掃

　（西日本）

●石巻福祉まつり
ブース出展

　（東日本）

●古河どまんなか
祭参加

　（ジャパンフリト
レー）

●あいち海上の森
間伐作業

　（中日本）

●湖 南 工 場 周 辺
地域清掃

　（中日本）

●広島平和公園植
栽ボランティア

（西日本）

●湖南市ゆめまつ
り参加

　（中日本）

●海外教員研修広
島招待

　（本社）

●アトピッ子キャン
プボランティア

（本社）

●宮城農業高校じゃ
がいも栽培・販
売支援（東日本、
カルビーポテト）

●各務原福祉祭み
ちのく未来基金
支援募金

　（中日本）

●鹿児島市内児童
養護施設で食育
ワークショップ

（西日本）

10 月

地域への
支援

環境の
保護

子育て
支援
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宮城農業高校学び支援

いわき市の幼稚園でおやつ教室を開催

「公益財団法人みちのく未来基金」で子どもたちの進学を支援

東日本大震災で校舎、実験畑を失った宮城農業高校に対し
てじゃがいも栽培を中心とした学び支援を2013年から行っ
ています。生徒にとっては原料生産から加工・販売までを一
貫して体験できる総合学習の機会となっています。2015年
度は800kgほどのじゃがいもを収穫しました。じゃがいも
の一部は、宮城県のイオン名取店で生徒自ら販売しました。

いわき市かなや幼稚園でおやつ教室を開催しました。
震災後、福島県沿岸地域からは子どものいる家庭の流出
が続き、いくつかの幼稚園や保育園が閉園しています。
そのような中、かなや幼稚園は室内で運動できる多目的
ホールを新設するなど、環境整備に努力し多くの園児を
集めています。当日は、野菜のクイズや実験などで楽し
く学んでいただき、最後は「Jagabee」のキャラクター・
ポッタと記念撮影をしました。

「みちのく未来基金」は、東日本大震災において両親ま
たはいずれかの親を失った子どもたちの大学及び専門教
育への進学支援を目指し、ロート製薬、カゴメ、カルビ
ーの３社で2011年に設立されました。2013年からはエ
バラ食品工業も加わり、震災時に母親のお腹の中にいた
子どもが卒業するまでの約25年間活動することを決めて
学費給付と寄附・支援の募集に取り組んでいます。2016

基金設立5年目を迎えた
ことから2016年3月、こ
れまでの活動の報告と支
援者の皆様への感謝の
気持ちをお伝えするため
に、4社合同記者会見を
開催しました。当日は多
くのメディアの皆様に取
材していただきました。

４社合同
記者会見を実施

年３月末までに527名に奨学金を給付しました。
カルビーでは事務局スタッフを派遣するとともに、「370（みんなで応援）募金」という給

与からの天引きや、工場でのイベント出店売り上げ、自動販売機設置料の一部など、さま
ざまな活動を通して寄附を行っています。

2015 年 2016 年

11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

●おはら祭参加
　（西日本）

●千代田区一斉清
掃の日に清掃活
動（本社）

●千代田区施設訪
問サンタボラン
ティア

　（本社）
●お菓子コンテスト（本

社 R&D地区、スナ
ックフード・サービス、
カルビーポテト）

●各務原工場周辺
清掃

　（中日本）

●みんなで守ろう
コウノトリ企画
協賛（中日本）

●文化財防災訓練
参加

　（東日本）

●美瑛雪上絵ボラ
ンティア

　（北海道、カルビ
ーポテト）

● 清 原 工 場 周 辺
清掃

　（東日本）

●近 畿 支 店 周 辺
清掃

　（中日本）

●堂島薬師堂節分
お水汲み祭りボ
ランティア

　（中日本）

●東 松 山 観 梅 会
（東 日 本、スナ
ックフード・サ
ービス）

●古河はなももマ
ラソン参加

　（ジャパンフリト
レー）

●廿日市小学生駅
伝主催

　（西日本）

●農 村 部 小 学 校
施設支援

　（カルビー
　 タナワット）

●ペップキッズこ
おりやまで食育
ワークショップ

（東日本）

●び わ 湖カップ な
でしこサッカー大
会（U-12) ボラン
ティア（中日本）

●福島ワークショ
ップカーニバル
で食育

　（東日本）

4 月

●石巻仮設住宅周
辺でのじゃがいも
栽 培（東 日 本、
カルビーポテト）

●い わき市 幼 稚
園入園式ボラン
ティア

　（東日本）

●下谷神社祭礼こ
ど も 神 輿 協 賛

（東日本）

●千代田区高齢
者 施 設ボラン
ティア

　（本社）

5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

●ネパール地震支
援募金（カルビ
ー、タワーベー
カリー）

●札内川河川敷清
掃（カルビーポ
テト）

●由良川花壇展出
展（中日本）

●小貝川ポピー畑
準備（東日本）

●湖南工場周辺地
域清掃

　（中日本、イート
ーク）

●千歳国際マラソ
ンボランティア

（北海道）

●滋賀県かっぱ恵
みの森ボランテ
ィア（中日本）

●ミナミナの森下
草刈り（北海道）

●海 水 浴 場 清 掃
（青島カルビー）

●佐渡島トライア
スロン海浜清掃

（東日本）

●はつかいちトラ
イアスロンボラ
ンティア

　（西日本）

●あやべ水無月ま
つり後 の 清 掃

（中日本）

●宮 城 県 写 真 洗
浄ボランティア

（タワーベーカリ
ー）

●種子島障がい
者施設訪問

　（西日本）

●古河花火大会
後の清掃

　（ジャパンフリト
レー）

●常総市水害復興
支援ボランティア

（本 社、東 日 本、
ジャパンフリトレー）

●鹿児島重富海岸
の清掃

　（西日本）

●石巻福祉まつり
ブース出展

　（東日本）

●古河どまんなか
祭参加

　（ジャパンフリト
レー）

●あいち海上の森
間伐作業

　（中日本）

●湖 南 工 場 周 辺
地域清掃

　（中日本）

●広島平和公園植
栽ボランティア

（西日本）

●湖南市ゆめまつ
り参加

　（中日本）

●海外教員研修広
島招待

　（本社）

●アトピッ子キャン
プボランティア

（本社）

●宮城農業高校じゃ
がいも栽培・販
売支援（東日本、
カルビーポテト）

●各務原福祉祭み
ちのく未来基金
支援募金

　（中日本）

●鹿児島市内児童
養護施設で食育
ワークショップ

（西日本）

10 月

地域への
支援

環境の
保護

子育て
支援
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カルビー・スナックスクールで楽しいおやつの食べ方を提案
2003年に開始した「カルビー・スナックスクール」は子どもたちに

身近な「おやつ」を通して、正しい食習慣と自己管理能力を培っても
らうことを目的にしています。2015年度は、従業員が直接小学校を
訪問する出張授業と、教材を提供して先生ご自身が行う授業を実施し、
計808校、児童・保護者62,746名にご参加いただきました。

活動全体が評価され、2012年に第６回キッズデザイン賞（未来を担
う消費者デザイン部門）で優秀賞を受賞しています。

フードコミュニケーションの4つの推進テーマ

楽しいおやつの食べ方提案

「自然の恵み」を活かした
取り組み

おやつコミュニケーション

「安全・安心」「環境」への
取り組み

小学校への食育出張授業「カル
ビー・スナックスクール」を中心
に教育支援をしています。

店頭や公共施設での親子に向けた
イベントで、カルビーの安全・安
心への取り組みやおやつの楽しさ
を体験してもらいます。

じゃがいもの栄養研究、学会発
表、講演会などを行っています。

カルビーの各取り組みを工場見学
を通して紹介しています。

おやつを通した地域貢献

「人々の健やかなくらしに貢献する」ことを目的に、身近なおやつを通して食の正しい知
識や楽しさを伝えるフードコミュニケーション活動を全国各地で行っています。4つの推進
テーマを掲げて、常に新たなコミュニケーションの創出に取り組んでいます。

2015年度は、事業所や工場の近隣地区を中心に、大人を対象とした食育教室も始めま
した。今後も幅広い世代の皆様へ対象を広げていけるように活動していきます。

1 3

2 4

WEBで詳しくご覧いただけるその他の取り組み

http://www.calbee.co.jp/csr/social/region.php
•	その他の社会貢献の取り組み

見学のお客様に、工場で
はどんな商品をどのよう
につくっているのかを実
際に見ていただいていま
す。品質管理や安全管理
の現場を見ることで、カル
ビーの仕事をご理解いた
だき、信頼される企業に
なりたいと考えています。
2015年度は延べ32,796
名の方が見学しました。

2016年2月にCSR検定
試験が実施されました。
前年は6名が合格しまし
たが、2016年は2倍の
12名が3級に合格しま
した。合格者からは「と
ても良い勉強になった。
社会のこと、経営のこと、
世界のことすべてにわた
って学ぶことができた。
ビジネスパーソンの基礎
知識なので、部署を問わ
ず勉強するべき内容」と
の感想がありました。

工場見学で
カルビーを知って
いただく活動を

しています

CSR検定3級に
12名が合格
しました!

ものづくりの楽しさを伝えるお菓子コンテストを実施

2011年からお菓子コンテストを実施してい
ます。宇都宮市と首都圏の小学生から集まった
アイデアの中から優秀作品をカルビー開発メン
バーが実際にお菓子にします。2015年度は「世
界の人に食べてほしいお菓子」をテーマに1,420
作品が集まりました。優秀作品のアイデア提案
者とご家族をR&Dセンターにお招きして表彰式
を行いました。これからもコンテストを継続し、
ものづくりの楽しさを発信していきます。

投 票 数1位 を 獲 得 し た
「和スティック」を発案し
た小学6年生の坂本茉優

（まゆ）さん（中央）
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Environment

環境への取り組み
カルビーグループは、事業の展開に際してCSR活動の重要性を

強く認識し、環境保全をはじめとした持続可能性の確保に向け、

積極的な活動を行っています。

具体的には、カルビーグループ行動規範の「環境・資源の保全・

保護」に沿って、環境活動方針と4本柱を掲げ、省エネ活動、廃

棄物量削減などの環境対策に積極的に取り組んでいます。
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環境理念体系

カルビーグループの環境理念体系

企業の活動によって生じ
る廃棄物、副産物すべて
を、他の産業の資源とし
て活用することにより、
社会全体として廃棄物ゼ
ロを目指す構想。狭義に
は、リサイクルを推進し
て、生産活動に由来する
埋立廃棄物をゼロにする
ことを示します。生態系
のメカニズムに着想を得
た概念であり、国連大学
が1994年に初めて提唱
しました。

貨物の輸送量を表す単
位の一つで、物流規模を
示す指標として用いら
れます。輸送した貨物の
重量（トン）に、輸送し
た距離（キロ）を掛け合
わせたもの。例えば、10
トンの貨物を100km輸
送した場合、10トン×
100km=1,000トンキロ
となります。

*ゼロエミッション

*トンキロ
2015年度の事業活動と環境負荷の全体像

企業理念
カルビーグループビジョン

❶ 法令および社会規範等の遵守
❷ お客様本位の徹底
❸ 従業員の尊重
❹ 公平かつ公正な関係の構築
環境・資源の保全・保護
地域社会への貢献

カルビーグループ行動規範

環境活動方針
持続可能な未来を実現すべく、

企業の継続的存続と社会的責任遂行のために
４本柱で活動する

環境マネジメント
法令対応
リスク管理

環境活動計画
人財育成

１

省エネ・省資源
活動量低減／原単位
エコ製品開発

２ 資源循環
リサイクル
ゼロエミッション*

３

コミュニケーション
環境報告書
エコマーク製品

４

環境

▼ 環境保全規程

▼ 関係規程
①環境保全規程、②エネルギー管理規則、
③廃棄物処理管理規則、④飼料管理規則、
⑤排水処理管理規則

▼ 細則　①カルビーグループ環境宣言❺
❻

環境活動方針と４本柱

コスト・リダクション

規
程
を
制
定

2015年度事業活動

エネルギー（電気 軽油 C重油）
 原油換算：6千kℓ

収穫 ～ 貯蔵 ～ 輸送
（馬鈴薯）

生産

輸送

オフィス

お客様
エネルギー（電気 灯油 ガス）
　原油換算：0.4千kℓ

エネルギー（軽油 電力 C重油）
　原油換算：17千kℓ

生産量：180千トン
排水：2,688千m3

ＣＯ２：189千トン
廃棄物：59千トン

 
廃棄物輸送CO2: 0.4千トン

 221万トンキロ
再資源化率：99.9%

トンキロ*：28,976万トンキロ※

２ＣＯ ：17 千トン

トンキロ：11,304万トンキロ
ＣＯ２：27千トン

ＣＯ２：0.9千トン

紙容器 プラスチック：15千トン

INPUT OUTPUT

馬鈴薯：292千トン
小麦粉：18千トン
コーン類：14千トン
ライ麦粉：4千トン

エネルギー
 原油換算：89千kℓ

電気：38千kℓ
燃料：51千kℓ

水（用水）：  3,416千m3

※集計対象組織：国内カルビーグループ会社
　「収穫～貯蔵（馬鈴薯）～輸送」「輸送トンキロ」「紙容器 プラスチック」は2014年度実績

地球が育んだ自然の恵みを未来へ
環境マネジメント

Environmental Management
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環境保全規程と「カルビーグループ　環境宣言」

環境マネジメントの推進

環境保全規程・環境宣言に基づく環境対策

カルビーグループ　環境宣言

カルビーグループは企業理念に「私たちは、
自然の恵みを大切に活かし、おいしさと楽し
さを創造して、人々の健やかなくらしに貢献
します。」を掲げています。

この企業理念とCSR活動の精神を環境対策
の方針にも取り入れ、省エネ活動、廃棄物削
減、水使用量の削減等を配慮しつつ、環境対
策における役割を積極的に果たしていきます。

2015年度は「フロン排出抑制法」の施行を
受けて、従来の「エネルギー」「廃棄物」「飼料」

「排水」に加えて、「フロン類」の管理体制の整
備に取り組みました。

Ⅰ.　環境に対する基本的な考え方

Ⅱ.　環境方針

『掘りだそう、自然の力。』
カルビーグループは、このコーポレートメッセージのもと、
地球が育んだ自然の恵みをカタチにして、お客様にお届けしています。
自然の生命力、可能性を掘りだすとともに、
地球が育んだ自然の恵みを大切に使い、
できる限り自然のカタチに戻して、地球にお返しします。
地球のすべての動物、植物とともにくらす一員として、
すばらしい自然の力を、未来の世代につなげていきたい、
そして、すべてのステークホルダーの皆様から「愛される」企業になりたい、
それがカルビーグループの願いです。

１.  環境に関する法令、条例等を遵守します。
２.  人々の健康や地球環境に配慮した安全な商品の提供に努めます。
３.  地球温暖化につながるCO2の排出抑制に努めます。
４.  自然の恵みである原料を無駄なく活用するとともに、廃棄物および
　   水使用の削減を目指します。
５.  すべての従業員で、環境保全に取り組みます。

2008年に「CO2削減プロジェクト」を発足し、CO2削減に向けた省エネルギー・省資源を
推進しています。削減目標を達成するために、2009年度に発足した「環境対策部」のもと、「全
社エネルギー管理委員会」「全社廃棄物管理委員会」「全社排水管理委員会」を中心に、テーマ
別の担当者会議を定期的に開催しながら、環境マネジメントのPDCAサイクルをまわしていま
す。合わせて、全従業員に向けた啓発活動を実施し、従業員が一丸となって環境目標の実現に
取り組む企業風土づくりにも取り組んでいます。

自然の恵みを形にしてお客様にお届けしているカルビーグループにとって、環境問題への取
り組みは不可欠です。今後も、グループ全体での環境マネジメント体制を構築していきます。

http://www.calbee.co.jp/csr/environment/index.php
•	環境意識向上のための取り組み　　
•	社内外に向けての環境情報の発信

ある一定量の生産や売り
上げを上げるために必要
な生産要素（原材料、エ
ネルギー、労働力など）
や環境負荷などの数量を
示す値です。例えば、「売
上原単位あたりのCO2排
出量」は、ある一定額の
売り上げを上げるための
生産活動に伴うCO2排
出量を意味し、温暖化対
策を推進する企業におい
て、経営指標として採用
される場合があります。

*原単位

●環境活動推進体制 ●環境目標を設定（対2009年度比）

CO2 削減目標

廃棄物削減目標

水削減目標

11売上原単位 * マイナス

30売上原単位*マイナス

30売上原単位*マイナス %

%

%

社長

上級執行役員

環境
対策部

法令、
社内基準の
遵守

倫理・リスク
管理部

環境関連の
社外広報
対応

全社
エネルギー
管理委員会

全社廃棄物
管理委員会

全社排水
管理委員会 工場・支店

地域事業本部 本社部門 関係会社

お客様から
いただいた
情報の提供

環境における
社会貢献

広報部 お客様
相談室

社会貢献
委員会

WEBで詳しくご覧いただけるその他の取り組み
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重要な取り組み

エネルギー効率化

CO2削減の取り組み

カルビーグループの2015年度エネルギー効率
は、 生産工場の集約、製品構成の変更やつくり方の
改善、バイオマスボイラー *の高効率運転による再
生エネルギー量のアップなどにより、総量は増えて
いますが原単位では目標値をクリアしました。

エネルギーのさらなる効率化に向けて、2016年
1月には、帯広工場での重油からLNG*への燃料転
換が完了しています。

カルビーグループでは商品の原料調達、生産、流通販売、使用維持、廃棄リサイクルに
いたるまでのバリューチェーンにおけるCO2排出量を算出して把握することで、各部署と
連携し、CO2排出量削減に取り組んでいます。2015年度は、生産量の増加に伴いCO2排出
量は前年度に比べて増加したものの、原単位では減少しました。

0
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年度 201420132012 2015

97.9 97.0
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94.3

117

製品原油換算

93.1
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（%） 燃料 電気再生
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2014 2015

42.6

53.5

3.7 4.0

41.8

54.4

3.8

41.0

55.3

3.7

●エネルギー原単位推移 ●エネルギー種類別使用割合の推移

※集計対象組織：国内カルビーグループ会社
※（2011年を100とした値）

LNGサテライトの貯蔵タンク

※集計対象組織：国内カルビーグループ会社

化石燃料などの代わり
に、再生可能なバイオマ
ス（生物資源）を燃料と
して使用するボイラーで
す。木質チップなどの木
質系、食品廃棄物、廃食
用油などが用いられま
す。化石燃料とは異なり
カーボンニュートラルの
考え方が適応できること
から、地球温暖化対策の
ひとつとして注目されて
います。

*バイオマス
ボイラー

* LNG

2012 2013 2014

183.2
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0
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94

232.3

205.0
2,000

1,000

3,000

0

年度 2012 2013

（百万円）

2014

2,792

2015

2,770
2,382

2,038

●CO2排出量および原単位の推移 ●電力購入費の推移

※集計対象組織：国内カルビーグループ会社 ※集計対象組織：国内カルビーグループ会社

おいしさをお届けする企業の責任として
地球温暖化防止への取り組み

Environmental Management
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輸送時のCO2削減

工場でのCO2削減
カルビーでは、食品業界では先駆け的な専門家によるCO2削減「ポテンシャル診断」*をもと

に、各工場での省エネを進めています。ポテンシャル診断を、2014年は3工場（カルビーポテ
ト帯広工場、ガーデンベーカリー、タワーベーカリー）、2015年は、2工場(広島工場東棟、湖
南工場）で実施しました。診断の結果を受けて、ガーデンベーカリーでの番

ばんじゅう

重（パン製品輸送の
際に使用するプラスチック製の薄型運搬容器）の洗浄に使うエネルギーのリサイクルシステム導
入、カルビーポテト帯広工場での重油からLNGへのエネルギー転換などの改善を実現しました。

カルビーは2007年に「特定荷主*」に指定され、毎年国へ輸送エネルギーの実績、削減計画を
報告し、毎年1%以上の原単位削減に取り組んでいます。

これまで物流会社との協働で①配送ルートの見直し、②エコドライブによる燃費改善、③共同
配送の拡大、④長距離輸送のモーダルシフト（トラック→鉄道）に取り組み、2015年度は2006
年度比で1.8%の削減となっています。

今後も、エネルギー効率の高い鉄道輸送の生産体制の見直しを引き続き実施し、輸送時のCO2

排出抑制を進めていきます。

「エネルギーの使用の合
理化等に関する法律」
（省エネ法）では「自ら
の事業に関して自らの貨
物を継続して貨物輸送事
業者に輸送させる者」を
荷主と呼び、とくに年度
の輸送量が3,000万ト
ンキロを超える場合は
「特定荷主」と指定され
ます。特定荷主には、省
エネ計画の作成とエネル
ギー使用量の定期報告が
義務付けられています。

公募によって選定された
診断機関が、診断対象と
なる事業所のエネルギー
使用状況の解析、設備の
導入・運用状況等の診断
を行い、CO2排出量の削
減やエネルギー消費削減
のために有効な対策（設
備の更新・導入、運用改
善等）を提案するもので
す。受診事業所は、診断結
果を活用して対策を実施
することが期待されます。

*特定荷主

*ポテンシャル
  診断

物流業務を担うグループ会社のスナックフード・
サービスでは、物流会社と協働して燃費改善を推進
しています。アイドリングなど、ドライバーのエコ
ドライブ状況を表示できる車載器を配送車両に搭載
することで、事故の発生、燃料の消費、CO2の排出
を抑制しています。2015年度は、配送レギュラー
車両の94.1％にあたる507台に搭載しました。

お得意先様への製品配送においては、ほか
の菓子メーカーと共同配送することで、積載
率をアップし、配送車両、CO2排出量の削減
を目指しています。2015年度は共同配送によ
り、CO2排出量を754トン削減しました。

年度
エコドライブ
車載器搭載車

2012 2014

536

2013

507 501

2015

507

2011

496

年度
共同配送による
CO2削減量推移

2012 2014

555

2013

708 792

2015

754

2011

534

エコドライブ車載器搭載車数の推移（台）

共同配送によるCO2削減量推移（t-CO2）

※集計対象組織：国内カルビーグループ会社

※集計対象組織：国内カルビーグループ会社

カルビーは、500km以上
の陸上貨物輸送のうち30
％以上鉄道を利用してい
る場合に認められるエコ
レールマーク認定を受け
ています。

*エコレール
  マークエコドライブの推進

共同配送の拡大

物流センターでの積込み作業の様子

A社

B社

C社

各
お
届
け
先
へ

A社
共同配送センター 配送

B社

C社

各
お
届
け
先
へ

●通常配送 ●共同配送
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エネルギーフローの見える化

ヒートポンプ*の導入による成果

2013年度に行った工場のラインごとにエネルギーを見える化（投入量、排出量の図式・
数値化）したエネルギーフローをもとに、エネルギー有効活用の確認や、エネルギーロス
の改善を行いました。2014年度はエネルギーフローの見える化を活用し、澱粉を活用する
方法から、余熱を使った蒸気を使用するなどの改善策が実施されました。

2015年度も引き続き、エネルギーフローを活用した省エネの取り組みを進めました。

新宇都宮工場での廃水処理設備にヒートポンプを導入し、CO2の削減に取り組んでいます。
これまで捨てられていた処理水の未利用熱をヒートポンプ*で回収し、蒸気に代わって工場

廃水を加温します。ボイラーから供給される蒸気を削減すると同時に蒸気配管の放熱等も削
減するこのシステムにより、熱ロスは66%削減、CO2排出量も49%削減となりました。

食品会社として初めて嫌気性廃水処理設備に熱回収型ヒートポンプを導入したこの設備
は、2012年度に「省エネルギーセンター会長賞」を受賞しました。さらに、同年度に「関東
地区電気使用合理化委員会 委員長表彰」を、2015年度に「エネルギー管理功績者関東経済産
業局長表彰」を新宇都宮工場 保全課 設備保全チームの電気主任技術者が受賞しました。新宇
都宮工場の成果は、他企業からの見学希望が寄せられるなど、広く注目を集めています。

PCフライヤー

ガス：蒸気ボイラー

投入

送気ロス

食油有効油煙の排熱
（混合煙突）

ドレン

澱粉乾燥
VG4号フライヤー 空調

蒸気ロス
大気開放 フラッシュ蒸気ドレン回収設備

●湖南工場ポテトチップス製造ラインのエネルギーフロー図

温度の低い所から高い所
に熱を移動させる装置。
気体が持っている「圧力
を加えると暖まり、膨張
すると冷たくなる」とい
う性質を利用したもの
で、空調機器や冷蔵庫な
どに広く使われていま
す。圧縮機と膨張弁、熱
交換器が1本のパイプで
ループ状につながった構
造をしており、その中を
冷媒が循環して熱エネル
ギーを運んでいます。

*ヒートポンプ

新宇都宮工場のヒートポンプ

第一生産棟
蒸気ボイラ

蒸気ボイラ

都市ガス

電 気

生産棟蒸気
の供給停止

処理水側
熱交換器

工場廃水側
熱交換器

自然環境に近い
温度で放流

処理水

放流管理槽 処理槽 PH調整槽 高濃度調整槽

加熱不足時
のみ運転

捨てられていた未利用熱を有効利用

メタンガス 蒸気

導入部分

排水処理設備

工場廃水

熱回収型
ヒート
ポンプ

WEBで詳しくご覧いただけるその他の取り組み

http://www.calbee.co.jp/csr/environment/prevention.php
•	オフィスでの取り組み
•	工場での取り組み
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重要な取り組み

水・熱量のリサイクルの効率化

廃棄物量の削減と再資源化

カルビーグループでは、2020年までに「 水 」と
「 廃棄物 」の売上金額に基づく原単位を30％削減
（2009年度比）することを目標にしていますが、そ
の一環として、水とエネルギーの効率的なリサイク
ルを進める仕組みを導入しています。2014年11月
より、ガーデンベーカリーで、番

ばんじゅう

重（パン製品輸送
の際に使用するプラスチック製の薄型運搬容器）の
洗浄に利用している温水（水とエネルギー）を再処

循環型社会の構築に向けて、廃棄物量の削減と再資源化の取り組みを推進しています。生産工
程においては、分別収集の推進、廃棄物発生量の抑制のほか、リサイクルフローを策定し、じゃ
がいもの皮・ロス分などの植物性残さの飼料化や微生物を使った排水の浄化など｢ゼロエミッシ
ョンの推進｣と｢リサイクル｣を柱に活動し、2015年度は再資源化率99.9%を達成しています。

さらに、「全社廃棄物管理委員会」によるスキルアップセミナーを実施し、各工場の担当者に
おける廃棄物管理力の向上を図っています。また、廃棄物処理の委託先との連携強化を進め、廃
棄物としていたものの一部を有価物にすることにより、有価率は41.3%となりました。

これからも従業員の研修や、工場でのロス削減活動、植物性残さの有効利用の用途開発など
を通して資源の有効活用に取り組んでいきます。

鹿児島工場では、ポテトチップスの生産過程で発生するじゃがい
もの植物性残さをきのこの菌床として製品化し、業者に提供してい
ます。また、下妻工場では残さなどの産業廃棄物を養豚用の液体飼
料 ｢リキッドフィーディング」に再資源化し、地域を巻き込んで食品
リサイクル活動に貢献しています。

フライヤー (揚げ調理器)の清掃時などに出る廃食油は、専門業者に委託して再生処理しています。
再生された油は、飼料製造時の添加油やバイオディーゼル燃料（BDF*）として利用されています。

各工場では、フィルムなど包装用プラスチック類の廃棄物を専門業者に委託し、ごみ固形
燃料として100%リサイクルしています。固形燃料は、高発熱量を持ち燃焼効率も高いた
め、セメント会社の焼成炉や製紙会社のボイラーなどの補助燃料として活用されています。

U l t r a f i l t r a t i o n 
Membraneの訳で、限
外ろ過膜とも呼ばれま
す。孔径0.01 ～ 0.001
μm程度の多孔質構造
をもち、「分子ふるい」
効果によって、液体中の
物質のろ過、濃縮、精製
などの操作を行うことが
できます。工業分野、医
療分野、浄水分野、飲料
製造分野等で活用されて
います。

*UF 膜

Bio Diesel Fuel（バイオ
ディーゼル燃料）の略。
菜種油、大豆油、ひまわり
油、コーン油などの植物
由来の油や廃食用油等に
メタノールを反応させ、
化学処理をして製造しま
す。軽油の代わりにディ
ーゼルエンジンの燃料と
して使用できます。バイ
オマス由来のため、CO2
排出量削減の手段として
注目されています。2015
年7月には、下妻工場の
廃食油から再生された
BDFを使った車が、ツイ
ンリンクもてぎ（栃木県）
で開催された耐久カーレ
ースに出走しました。

*BDF

植物性残さの有効活用

使用後の油の再生処理

廃包装フィルムのリサイクル

きのこ栽培の様子

UF膜処理システム

地球の資源を枯渇させないために
資源の有効活用　

Efficient Use of Resources

理してリサイクルさせるシステム「UF膜処理システム」を稼動させています。これによっ
て、温度の低下が少ない状態でUF膜*（限外ろ過膜、Ultrafiltration Membrane）の洗浄
分を除く約90%の水と約40%のエネルギーのリサイクルが可能となります。今後も水と
エネルギー、廃棄物の循環効率を上げるための取り組みを続けていきます。
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水資源の有効活用

カルビーグループでは排水管理を徹底的に行い、将来的に排水をリサイクルして循環利
用する取り組みを進めています。2012年度に実施した「排水処理セミナー」をベースに、
2013年度からはその技能の復帰改善に着手し、2015年度も引き続き取り組みを進めまし
た。今後もさらなる水使用量の削減と水資源の有効活用に努めていきます。

廃棄物・水の原単位目標
カルビーグループでは、 生産工場の集約、製品構

成の変更やつくり方の改善などを行ったことにより、
2015年度の廃棄物・水の原単位目標を達成しました。

さらに、廃棄物に関しては、植物性残さの飼料化、
汚泥の肥料化、廃食油のBDF化などの有価物化の推進
を行っており、今後もさらなる推進を行っていきます。

また、水に関しても、現状の不具合点を抽出してい
きながら、改善に向けての着手が始まっています。

●廃棄物の内訳

紙類  7.2%
廃食油  2.9%

廃プラ類  2.4%
その他  3.8%

植物性
残さ
49.9%

汚泥
土砂
33.8%

●廃棄物の原単位と再資源比率 ●排水の原単位とCOD（化学的酸素要求量）の推移
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1.22
1.16

74.2

2015

1.09

86.6

1.22

54.6
67.9

（トン） （千m3/億円）

※集計対象組織：国内カルビーグループ会社 ※集計対象組織：国内カルビーグループ会社

2010 2011 2012年度

2,650

2,190
2,000

0

3,000

2,169
2,480

4,000
（千m3）

水使用量 排水量　

2013

2,937

2,445

2014

3,215

2,584

2015

3,422

2,688
2,489

2,295

●水使用量、排水量の推移

※ 集計対象組織：国内カルビーグループ会社
※ 広島工場西棟は中水除く

WEBで詳しくご覧いただけるその他の取り組み

http://www.calbee.co.jp/csr/environment/resource.php
•	工場廃食油のバイオ燃料化

カルビーグループでは、
廃棄物量の削減に取り組
むとともに、発生した廃
棄物の適切な管理に努め
ています。所定の「廃棄
物業者選定フロー」をも
とにした業者選定と、定
期的な監査を徹底し行っ
ています。
廃棄物を外部に引き渡す
にあたっては、半製品、
見本品、廃棄製品などの
すべてについて「破壊し
て転用ができない状態に
する」という基本ルール
を定め、厳しく運用して
います。

廃棄物の管理
～不適切な使用 

への対策～



環境への取り組み

49カルビー（株）社会・環境報告書 2016

日本の森林と水を守る環境貢献型プラットフォーム

「森林事業者」と「企業」、「消費者」を結ぶ環境貢献プラットフォームEVI

環境絵本を子どもたちに贈呈
カルネコ事業部が運営するEVI（Eco Value Interchange）推進協議会では、子どもたち

に森や水、空気といった環境の重要性を伝える絵本を製作しています。2015年度は、群馬
県桐生市や鹿児島市の教育施設などに計300冊を贈呈しました。また、幼稚園での絵本の

「読み聞かせ会」も実施し園児たちと交流する中で環境の大切さを伝えました。

環境貢献につながるカー
ボン・オフセット付きの
商品やサービスを購入す
ることで、自身の排出す
るCO2をオフセット（埋
め合わせ）し間接的に環
境保護に貢献する仕組み。

EVI（Eco Value Inter
change)を運営するカル
ネコ事業部が、第5回カ
ーボン•オフセット*大賞
（カーボン•オフセット推
進ネットワーク、環境省
•経済産業省•農林水産
省後援）において特別賞
を受賞しました。カーボ
ン•オフセットの主流と
なりつつある 「寄付型オ
フセット」の先駆者とし
てのEVIの実績が今回の
受賞理由となりました。

*カーボン・
オフセット

「第5回  
カーボン・オフ

セット大賞」
特別賞を受賞

マーケティング機能
管理機能

案件入札、案件公募
価格折衝

第三者機関による「検
証」、認証委員会による
「認証」を経て、市場で
の取引が可能となった
CO2の削減・吸収量の
こと。

*CO2排出権
クレジット豊かな生態系に、今できることを

生物多様性の取り組み　 Action against Biodiversity

現在、日本の森林は輸入材の台頭により、
危機に瀕しています。林業の経営悪化、また
後継者不足などにより、森林の持続に不可欠
な間伐などの整備が困難となっているのです。
森林の衰退は、地球温暖化はもちろん、貴重
な水源をも脅かし、ひいては食物の栽培にも
影響を与える深刻な社会課題です。こうした
中でカルビーは、関連事業本部カルネコ事業
部によるCO2排出権クレジット*の流通プラッ
トフォーム（EVI：Eco Value Interchange）
の運営を通して、日本の森林保護に貢献して
います。EVIは、CO2排出権クレジットを販売
したい森林事業者や環境保護プロジェクトの
皆様と、クレジットを購入し自社の商品やサ
ービスに環境価値をプラスしたいと考える企
業の皆様、そして普段の買物を通して環境に
貢献したいと考える消費者の皆様を結びつけ、
森林を守る活動の輪を支えます。

EVI読み聞かせ環境絵本シリーズ 環境の大切さを伝える絵本の読み聞かせ

環境保護に
関心のある

環境保護活動を行う

エコ活動に
関心のある

環境貢献型
キャンペーンの

実施・応援

クレジットの販売を支援

環境貢献
活動への

参加を支援

企　業

森林事業者

消費者




